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(57)【要約】
　ピクセル構造、ＯＬＥＤディスプレイデバイス、およ
び駆動方法が提供される。このピクセル構造は、行列の
形態で配置された複数のピクセルユニット３０を含んで
いる。各ピクセルユニット３０は、第１の方向に沿って
隣接して配置された２つのピクセルサブユニット３１、
３２を含んでおり、異なる色を有する３つのサブピクセ
ル３０１、３０３、３０５を含んでいる。２つのピクセ
ルサブユニット３１、３２が、第２の方向に沿って隣接
して配置された２つのピクセルを構成する。第２の方向
の３つの連続するピクセルの内の隣接していない２つの
ピクセル内の同じ色を有する２つのサブピクセル３０１
、３０３、３０５の中心間の距離Ｙ１は、第１の方向の
２つの隣接するピクセル内の同じ色を有する２つのサブ
ピクセル３０１、３０３、３０５の中心間の距離Ｘ１の
２倍または２Ｎ／（Ｎ＋１）倍である。Ｎは１以上の整
数である。このピクセル構造は、ディスプレイデバイス
の仮想解像度を増やすことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行列の形態で配置された複数のピクセルユニットを含んでいるピクセル構造であって、
前記ピクセルユニットの各々が、第１の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセル
サブユニットを含んでおり、前記ピクセルサブユニットの各々が、異なる色を有する３つ
のサブピクセルを含んでおり、前記ピクセルユニットの各々において、前記ピクセルサブ
ユニットのうちの１つが、第２の方向に沿って連続して配置された第１のサブピクセル、
第２のサブピクセル、および第３のサブピクセル、または第２のサブピクセル、第１のサ
ブピクセル、および第３のサブピクセルを含んでおり、前記ピクセルサブユニットのうち
の他の１つが、前記第２の方向に沿って連続して配置された第３のサブピクセル、第１の
サブピクセル、および第２のサブピクセル、または第３のサブピクセル、第２のサブピク
セル、および第１のサブピクセルを含んでおり、
　前記２つのピクセルサブユニットが、前記第２の方向に沿って隣接して配置された２つ
のピクセルを構成し、前記第２の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の
距離が、前記第１の方向の前記同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離の２
倍または２Ｎ／（Ｎ＋１）倍であるか、または前記２つのピクセルサブユニットが、前記
第１の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成し、前記第１の方向の同じ
色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離が、前記第２の方向の前記同じ色を有す
るすべてのサブピクセルの中心間の距離の２Ｎ／（Ｎ＋１）倍であり、Ｎが１以上の整数
であることを特徴とするピクセル構造。
【請求項２】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記２つのピクセルサブユニットが、前記第
２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成し、前記第２の方向の前記同
じ色を有するすべてのサブピクセルの前記中心間の前記距離が、前記第１の方向の前記同
じ色を有するすべてのサブピクセルの前記中心間の前記距離の１倍または４／３倍である
ことを特徴とするピクセル構造。
【請求項３】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記２つのピクセルサブユニットが、前記第
１の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成し、前記第１の方向の前記同
じ色を有するすべてのサブピクセルの前記中心間の前記距離が、前記第２の方向の前記同
じ色を有するすべてのサブピクセルの前記中心間の前記距離の１倍または４／３倍である
ことを特徴とするピクセル構造。
【請求項４】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記ピクセルユニット内で、前記第１の方向
に沿って１８０度反転された後のピクセルのうちの１つの配置構造が、前記ピクセルのう
ちの他の１つの配置構造と同じであることを特徴とするピクセル構造。
【請求項５】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、単一のピクセル内で、前記第２の方向に沿っ
た前記第１のサブピクセルおよび前記第２のサブピクセルの合計サイズが、前記第２の方
向に沿った前記第３のサブピクセルのサイズ以上であることを特徴とするピクセル構造。
【請求項６】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、同じ行または同じ列内のピクセル内の第１の
サブピクセルが直線上に配置され、前記同じ行または前記同じ列内の前記ピクセル内の第
２のサブピクセルが別の直線上に配置されることを特徴とするピクセル構造。
【請求項７】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、同じ行または同じ列内のピクセル内の第１の
サブピクセルおよび第２のサブピクセルが直線上で交互に配置されることを特徴とするピ
クセル構造。
【請求項８】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記第１のサブピクセル、前記第２のサブピ
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クセル、および前記第３のサブピクセルの形状が、三角形、四角形、五角形、六角形、お
よび八角形のうちの１つ、またはこれらの組み合わせであることを特徴とするピクセル構
造。
【請求項９】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記第１のサブピクセルおよび前記第２のサ
ブピクセルが同じ形状を有していることを特徴とするピクセル構造。
【請求項１０】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記第１のサブピクセル、前記第２のサブピ
クセル、および前記第３のサブピクセルが、それぞれ、緑色サブピクセル、赤色サブピク
セル、および青色サブピクセルであることを特徴とするピクセル構造。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のピクセル構造であって、単一のピクセル内で、前記青色サブピクセ
ルの面積が、前記赤色サブピクセルの面積および前記緑色サブピクセルの面積より大きい
ことを特徴とするピクセル構造。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の前記ピクセル構造を備えていることを特徴と
するＯＬＥＤディスプレイデバイス。
【請求項１３】
　請求項１に記載の前記ピクセル構造の駆動方法であって、Ｎの値が２であり、前記駆動
方法が、１つの方向の前記ピクセル構造内のピクセルがリアルピクセル構造内のピクセル
の３／２倍と同等になることと、前記ピクセル構造内のサブピクセルと前記リアルピクセ
ル構造内のサブピクセルの間の対応関係ならびに前記リアルピクセル構造内の前記サブピ
クセルの輝度値を取得することと、前記リアルピクセル構造内の前記サブピクセルの前記
輝度値および前記対応関係に従って、前記ピクセル構造内の前記サブピクセルの前記輝度
値を決定することを含むことを特徴とする駆動方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法であって、
　前記リアルピクセル構造を、前記参照ピクセルグループの各々が、合計で６つの参照ピ
クセルの２つの行および３つの列を含んでおり、前記参照ピクセルの各々が、横に並んで
配置された、異なる色を有する、３つのサブピクセルを含んでいる、複数の参照ピクセル
グループに分割し、前記リアルピクセル構造内の前記サブピクセルの前記輝度値を得るこ
とと、
　前記ピクセル構造を複数のターゲットピクセルグループに分割することであって、前記
ターゲットピクセルグループの各々が、合計で４つのターゲットピクセルの２つの行およ
び２つの列を含んでおり、前記ターゲットピクセルグループの各々が前記参照ピクセルグ
ループのうちの１つに対応する、前記分割することを含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法であって、前記参照ピクセルグループ内の第２の列内の参照ピ
クセルの輝度が均等に分割され、第１の行および第１の列にあるターゲットピクセルおよ
び前記第１の行および第２の列にあるターゲットピクセルが、第１の行および第１の列に
ある参照ピクセルおよび前記第１の行および第３の列にある参照ピクセルの輝度、ならび
に前記第１の行および前記第２の列にある参照ピクセルの輝度の半分を引き受け、第２の
行および前記第１の列にあるターゲットピクセルおよび前記第２の行および前記第２の列
にあるターゲットピクセルが、第２の行および前記第１の列にある参照ピクセルおよび前
記第２の行および前記第３の列にある参照ピクセルの輝度、ならびに前記第２の行および
前記第２の列にある参照ピクセルの輝度の半分を引き受けることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　請求項１３に記載の方法であって、
　前記ピクセル構造内の第ｍの行および第ｉの列にある第３のサブピクセルが、前記リア
ルピクセル構造内の第ｍの行および第（（３＊ｉ－１）／２）の列にある第３のサブピク
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セルおよび前記第ｍの行および第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある第３のサブピクセル
の輝度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の前記第ｍの行および第ｊの列にある第２のサブピクセルが、前記
リアルピクセル構造内の前記第ｍの行および第（３＊ｊ／２－１）の列にある第２のサブ
ピクセルおよび前記第ｍの行および第（３＊ｊ／２）の列にある第２のサブピクセルの輝
度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の前記第ｍの行および前記第ｊの列にある第１のサブピクセルが、
前記リアルピクセル構造内の前記第ｍの行および前記第（３＊ｊ／２－１）の列にある第
１のサブピクセルおよび前記第ｍの行および前記第（３＊ｊ／２）の列にある第１のサブ
ピクセルの輝度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の第ｎの行および前記第ｉの列にある第１のサブピクセルが、前記
リアルピクセル構造内の第ｎの行および前記第（（３＊ｉ－１）／２）の列にある第１の
サブピクセルおよび前記第ｎの行および前記第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある第１の
サブピクセルの輝度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の前記第ｎの行および前記第ｉの列にある第２のサブピクセルが、
前記リアルピクセル構造内の前記第ｎの行および前記第（（３＊ｉ－１）／２）の列にあ
る第２のサブピクセルおよび前記第ｎの行および前記第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にあ
る第２のサブピクセルの輝度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の前記第ｎの行および前記第ｊの列にある第３のサブピクセルが、
前記リアルピクセル構造内の前記第ｎの行および前記第（３＊ｊ／２－１）の列にある第
３のサブピクセルおよび前記第ｎの行および前記第（３＊ｊ／２）の列にある第３のサブ
ピクセルの輝度を引き受け、
　ｍおよびｉが奇数、ｎおよびｊが偶数であることを特徴とする方法。
【請求項１７】
　請求項１３から１６のいずれか１項に記載の方法であって、前記ピクセル構造内の第１
のサブピクセル、第２のサブピクセル、または第３のサブピクセルが、前記リアルピクセ
ル構造内の対応する色を有する２つのサブピクセルの輝度を引き受ける必要がある場合、
前記対応関係がＬｕｍ＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２／（Ｌ１＋Ｌ２）とな
り、
　Ｌｕｍが、前記第１のサブピクセル、前記第２のサブピクセル、または前記第３のサブ
ピクセルの輝度値を表し、Ｌ１およびＬ２が、前記リアルピクセル構造内の前記対応する
色を有する前記２つのサブピクセルの輝度値を表すことを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１３から１６のいずれか１項に記載の方法であって、前記ピクセル構造内の第１
のサブピクセル、第２のサブピクセル、または第３のサブピクセルが、前記リアルピクセ
ル構造内の対応する色を有する２つのサブピクセルの輝度を引き受ける必要がある場合、
前記リアルピクセル構造内の前記対応する色を有する前記２つのサブピクセルの輝度の最
大値または平均値が、表示のために選択されることを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１３から１６のいずれか１項に記載の方法であって、前記ピクセル構造内の第１
のサブピクセル、第２のサブピクセル、または第３のサブピクセルが、前記リアルピクセ
ル構造内の対応する色を有する２つのサブピクセルの輝度を引き受ける場合、前記対応関
係が
　Ｌｕｍ＝Ｌ１＊ｘ＋Ｌ２＊ｙおよび
　ｘ＋ｙ＝１となり、Ｌｕｍが、前記第１のサブピクセル、前記第２のサブピクセル、ま
たは前記第３のサブピクセルの輝度値を表し、Ｌ１およびＬ２が、前記リアルピクセル構
造内の前記対応する色を有する前記２つのサブピクセルの輝度値を表すことを特徴とする
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本開示は、ディスプレイ技術の分野に関連しており、特に、ピクセル構造、ピクセル構
造を含んでいるＯＬＥＤディスプレイデバイス、およびピクセル構造の駆動方法に関連し
ている。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ）は、アクティブ発光デバイスである。ＯＬＥＤディスプレイ技術は、従来の液
晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）と比較して
、バックライトを必要とせず、自発光特性を備えている。ＯＬＥＤは、相対的に薄い有機
物膜層およびガラス基板を使用する。電流が通過するときに、有機物が発光する。したが
って、ＯＬＥＤディスプレイ画面は、電気エネルギーを大幅に節約することができ、より
軽くかつより薄く製造することができ、ＬＣＤディスプレイ画面より広い範囲の温度変化
に耐えることができ、ならびにより大きい視野角を有している。ＯＬＥＤは、ＬＣＤの後
の次世代フラットパネルディスプレイ技術になることが期待されており、フラットパネル
ディスプレイ技術において最もよく知られている技術の１つである。
【０００３】
　ＯＬＥＤパネルには、多くのタイプのカラー化方法が存在する。現在、比較的成熟して
いて、大量生産に成功しているＯＬＥＤカラー化技術は、主にＯＬＥＤ蒸着技術である。
ＯＬＥＤ蒸着技術は、従来のＲＧＢストライプ配置を蒸着で採用し、この横に並んだ配置
は最高の画像効果をもたらす。この横に並んだ配置では、１ピクセルの範囲内に、赤色、
緑色、および青色（Ｒ、Ｇ、およびＢ）という３つのサブピクセルが存在する。各サブピ
クセルは、四角形であり、それ自身の独立した有機発光デバイスを含んでいる。有機発光
デバイスは、蒸着膜形成技術を使用することによって、ファインメタルマスク（ＦＭＭ：
Ｆｉｎｅ　Ｍｅｔａｌ　Ｍａｓｋ）を介して、アレイ基板上の対応するピクセル位置に形
成される。ＦＭＭは、略して、メタルマスクまたは蒸着マスクと呼ばれることが多い。高
いＰＰＩ（Ｐｉｘｅｌ　Ｐｅｒ　Ｉｎｃｈ、１インチ当たりのピクセル数）を有するＯＬ
ＥＤディスプレイ画面を製造するための技術は、主に、微細で機械的に安定なＦＭＭおよ
びピクセル（サブピクセル）配置に重点を置いている。
【０００４】
　図１ａは、ＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配置の概略図である。図１ａに
示されているように、ＯＬＥＤディスプレイデバイスは、ピクセルの横に並んだ配置を使
用し、各ピクセルは、Ｒサブピクセル領域１０１、Ｇサブピクセル領域１０３、およびＢ
サブピクセル領域１０５を含んでいる。ここで、Ｒサブピクセル領域１０１は、Ｒ発光領
域１０２およびＲ非発光領域（番号付けされていない）を含んでいる。Ｇサブピクセル領
域１０３は、Ｇ発光領域１０４およびＧ非発光領域（番号付けされていない）を含んでい
る。Ｂサブピクセル領域１０５は、Ｂ発光領域１０６およびＢ非発光領域（番号付けされ
ていない）を含んでいる。図１ａに示されているように、サブピクセルＲ、Ｇ、およびＢ
の各々の面積は同じであり、Ｒ発光領域、Ｇ発光領域、およびＢ発光領域の各々の面積は
同じである。Ｒ、Ｇ、およびＢのサブピクセルは、直線に沿って配置される。この業界で
は、このタイプのピクセル構造は、通常、リアルピクセル構造（リアルＲＧＢ）と呼ばれ
る。具体的には、各サブピクセル領域の発光領域は、陰極、陽極、および電界発光層を含
んでおり、この電界発光層は、陰極と陽極の間に位置し、既定の色の光を生成して表示を
実施するように構成される。ディスプレイ画面の製造中に、対応する色のピクセル領域の
発光領域内に、対応する色（赤色、緑色、または青色）の電界発光層を形成するために、
通常は、蒸着工程が必要になる。
【０００５】
　図１ａに示されているＯＬＥＤディスプレイデバイス上で蒸着を実行するために、通常
は、図１ｂに示されているＦＭＭが使用される。このタイプのＦＭＭは、遮断領域１０７
および複数の蒸着開口部１０８を含んでいる。同じ列内の隣接する２つの蒸着開口部１０
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８の間の遮断領域は、ブリッジと呼ばれる。蒸着中に、サブピクセルに対する効果を遮断
するのを防ぐために、サブピクセルとブリッジの間で十分な距離を維持する必要があり、
これが上下方向のサブピクセルの長さを減らすことを引き起こし、したがって、各サブピ
クセルの開口部比に影響を与える。ＲＧＢピクセルの従来の横に並んだ配置では、２００
～３００ＰＰＩにしか達することができず、高解像度の表示効果を実現することが困難で
ある。ＯＬＥＤディスプレイデバイスの解像度に対するユーザの要求が増大している状況
では、ＲＧＢピクセルのそのような横に並んだ配置は、もはや、高ＰＰＩの製品の設計要
件を満たすことができない。
【０００６】
　図２は、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配置の概略図である。図２に
示されているように、各ピクセル内で、Ｇサブピクセルのみが個別に使用され、Ｒおよび
Ｂのサブピクセルの各々は、隣接するピクセルによって共有される。例えば、ピクセル２
０１およびピクセル２０２は、Ｒサブピクセルを共有している。この配置は、ディスプレ
イのＰＰＩを増やすことができる。しかし、この配置では、ＲおよびＢのサブピクセルの
各々が、隣接するピクセルによって共有され、表示効果全体に変形が存在することがある
ため、この配置は、本当の意味でフルカラー表示にならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本開示の目的は、ピクセル構造、このピクセル構造を含んでいるＯＬＥＤディスプレイ
デバイス、およびこのピクセル構造の駆動方法を提供し、従来技術に存在する問題を解決
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述の技術的問題を解決するために、本開示は、行列の形態で配置された複数のピクセ
ルユニットを含んでいるピクセル構造を提供し、ピクセルユニットの各々が、第１の方向
に沿って隣接して配置された２つのピクセルサブユニットを含んでおり、各ピクセルサブ
ユニットが、異なる色を有する３つのサブピクセルを含んでおり、ピクセルユニットの各
々において、ピクセルサブユニットのうちの１つが、第２の方向に沿って連続して配置さ
れた第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第３のサブピクセル、または第２
のサブピクセル、第１のサブピクセル、および第３のサブピクセルを含んでおり、ピクセ
ルサブユニットのうちの他の１つが、第２の方向に沿って連続して配置された第３のサブ
ピクセル、第１のサブピクセル、および第２のサブピクセル、または第３のサブピクセル
、第２のサブピクセル、および第１のサブピクセルを含んでいる。各ピクセルユニット内
の２つのピクセルサブユニット内の第３のサブピクセルが、互い違いになるように配置さ
れるため、工程条件が同じである場合、隣接する行内のサブピクセルが互い違いになるよ
うに配置される構造を使用することで、同じサブピクセルの開口部間で使用できる距離を
増やし、マスク製造工程および蒸着工程の困難を低減することができ、そのためピクセル
をより小さいサイズで製造することができ、それによって、高解像度のディスプレイの製
造を実現できる。
【０００９】
　このピクセル構造では、ピクセルユニットの各々に含まれている２つのピクセルサブユ
ニットが、第２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成し、第２の方向
の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離が、第１の方向の同じ色を有する
すべてのサブピクセルの中心間の距離の２倍または２Ｎ／（Ｎ＋１）倍であるか、または
それらの２つのピクセルサブユニットが、第１の方向に沿って隣接して配置された２つの
ピクセルを構成し、第１の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離が
、第２の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離の２Ｎ／（Ｎ＋１）
倍である。このようにして、ある方向のピクセル構造内のピクセルが、リアルピクセル構
造内のピクセルの（Ｎ＋１）／Ｎ倍と同等になるように構成され、それによって、ディス
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プレイデバイスの仮想解像度が増加する。
【００１０】
　前述の技術的問題を解決するために、本開示は、前述したピクセル構造を含んでいるＯ
ＬＥＤディスプレイデバイスをさらに提供する。
【００１１】
　前述の技術的問題を解決するために、本開示は、前述したピクセル構造の駆動方法をさ
らに提供し、Ｎの値が２である場合、この駆動方法は、リアルピクセル構造内のピクセル
の３／２倍と同等になるように、方向のうちの１つのピクセル構造内のピクセルを構成す
ることと、ピクセル構造内のサブピクセルとリアルピクセル構造内のサブピクセルの間の
対応関係ならびにリアルピクセル構造内のサブピクセルの輝度値を取得することと、リア
ルピクセル構造内のサブピクセルの各々の輝度値および対応関係に従って、ピクセル構造
内のサブピクセルの各々の輝度値を決定することとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１ａ】従来技術におけるＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配置の概略図で
ある。
【図１ｂ】図１ａに対応するＦＭＭの概略図である。
【図２】従来技術における別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配置の概略図
である。
【図３】本開示の一実施形態に従う、ＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配置の
概略図である。
【図４】図３のピクセルユニットの概略図である。
【図５】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配
置の概略図である。
【図６】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配
置の概略図である。
【図７】図６のピクセルユニットの概略図である。
【図８】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配
置の概略図である。
【図９】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配
置の概略図である。
【図１０】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの
配置の概略図である。
【図１１】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの
配置の概略図である。
【図１２】図１１のピクセルユニットの概略図である。
【図１３】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの
配置の概略図である。
【図１４】図１３のピクセルユニットの概略図である。
【図１５】本開示の一実施形態に従う同等の概略図である。
【図１６】本開示の一実施形態に従う、ゲート線およびデータ線を接続する参照ピクセル
ユニットの概略図である。
【図１７】本開示の一実施形態に従う、ゲート線およびデータ線を接続するピクセルユニ
ットの概略図である。
【図１８】本開示の一実施形態に従う、ゲート線およびデータ線を接続する別のピクセル
ユニットの概略図である。
【図１９】本開示の一実施形態に従う別の同等の概略図である。
【図２０】本開示の一実施形態に従う、さらに別の同等の概略図である。
【図２１】本開示の一実施形態に従う、さらに別の同等の概略図である。
【図２２】本開示の一実施形態に従うディスプレイデバイスの概略図である。
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【図２３】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの
配置の概略図である。
【図２４】図２３のピクセルユニットの概略図である。
【図２５】本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの
配置の概略図である。
【図２６】図２５のピクセルユニットの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本開示の発明者は、研究を通じて、ＲＧＢピクセルの従来の配置が、製品の開口部比お
よび表示効果の両方に関する要件を満たすことができなくなっているということを発見し
た。したがって、ＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセル構造が提供される。このピク
セル構造は、行列の形態で配置された複数のピクセルユニットを含んでいる。ピクセルユ
ニットの各々は、第１の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルサブユニットを
含んでおり、ピクセルサブユニットの各々は、異なる色を有する３つのサブピクセルを含
んでいる。１つのピクセルサブユニットは、第２の方向に沿って連続して配置された第１
のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第３のサブピクセル、または第２のサブピ
クセル、第１のサブピクセル、および第３のサブピクセルを含んでおり、他のピクセルサ
ブユニットは、第２の方向に沿って連続して配置された第３のサブピクセル、第１のサブ
ピクセル、および第２のサブピクセル、または第３のサブピクセル、第２のサブピクセル
、および第１のサブピクセルを含んでいる。
【００１４】
　２つのピクセルサブユニットが、第２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセ
ルを構成する。したがって各ピクセルは、異なる色を有する第１のサブピクセル、第２の
サブピクセル、および第３のサブピクセルを含んでいる。３つのサブピクセルの中心の仮
想接続線は、三角形を構成する。または、２つのピクセルサブユニットが、第１の方向に
沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成する。したがって各ピクセルは、異なる
色を有する第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第３のサブピクセルを含ん
でいる。２つのピクセルの各々は、長方形を有する。
【００１５】
　このピクセル構造において、各ピクセルユニットの２つのピクセルサブユニット内の第
３のサブピクセルが、互い違いになるように配置される。工程条件が同じである場合、サ
ブピクセルが互い違いになるように配置される構造を使用することで、同じサブピクセル
の開口部間で使用できる距離を増やし、マスク製造工程および蒸着工程の困難を低減する
ことができ、そのためピクセルをより小さいサイズで製造することができ、それによって
、高解像度のディスプレイの製造を容易にする。加えて、ピクセル構造内の各ピクセルは
、３つの色（Ｒ、Ｇ、およびＢの３色）を含んでおり、真の意味でのフルカラー表示を実
現することができる。さらに、このピクセル構造では、３つの色を含んでいるサブピクセ
ルが、１つの列（行）内に配置され、２つの色を含んでいるサブピクセルが、１つの行（
列）内に配置される。１つの方向に１つの色しか含んでいないサブピクセルの分配と比較
して、この配置では、行方向および列方向において、表示が相対的に均一になる。
【００１６】
　各ピクセルユニット内の２つのピクセルサブユニットは、例えば、第１のピクセルサブ
ユニットおよび第２のピクセルサブユニットである。第１のピクセルサブユニットおよび
第２のピクセルサブユニットが、第２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセル
を構成する場合、各ピクセル内の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第３
のサブピクセルの中心の仮想接続線が、例えば次の方法に従って、三角形を構成する。
【００１７】
　（１）第１の方向が行方向、第２の方向が列方向であり、それに応じて、各ピクセル内
の第１のサブピクセルおよび第２のサブピクセルが第１の列内に配置され、第３のサブピ
クセルが第１の列に隣接する第２の列内に配置される。具体的には、第１の列は、奇数番
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号が付けられた列（１番、３番、５番、…の列）であり、それに応じて第２の列は、偶数
番号が付けられた列（２番、４番、６番、…の列）である。代替として、第１の列は、偶
数番号が付けられた列であり、それに応じて第２の列は、奇数番号が付けられた列である
。本明細書では、これらの番号付けに特に限定されない。
【００１８】
　（２）第１の方向が列方向、第２の方向が行方向であり、それに応じて、各ピクセル内
の第１のサブピクセルおよび第２のサブピクセルが第１の行内に配置され、第３のサブピ
クセルが第１の行に隣接する第２の行内に配置される。具体的には、第１の列は、奇数番
号が付けられた列（１番、３番、５番、…の列）であり、それに応じて第２の列は、偶数
番号が付けられた列（２番、４番、６番、…の列）である。代替として、第１の列は、偶
数番号が付けられた列であり、それに応じて第２の列は、奇数番号が付けられた列である
。本明細書では、これらの番号付けに特に限定されない。
【００１９】
　２つのピクセルサブユニットが、第２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセ
ルを構成する場合、このピクセル構造では、第２の方向（列方向など）の同じ色を有する
すべてのサブピクセルの中心間の距離Ｙ１および第１の方向（行方向など）の同じ色を有
するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１が、次の関係を有してよい。
　（１）各ピクセルユニットが、列方向に２つのピクセルを含んでおり、このピクセル構
造では、行方向にＭ個のピクセルが有効化され、リアルピクセル構造でのＭ＊（Ｎ＋１）
／Ｎ個のピクセルの表示効果を実現し、その結果、仮想解像度が増加する。したがって、
Ｙ１／２＝Ｎ／（Ｎ＋１）Ｘ１である。
すなわち、Ｙ１＝２Ｎ／（Ｎ＋１）Ｘ１であり、Ｎは１以上の整数である。
【００２０】
　言い換えると、第２の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｙ１

は、第１の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１の２倍または
２Ｎ／（Ｎ＋１）倍である。
【００２１】
　（２）各ピクセルユニットが、列方向に２つのピクセルを含んでおり、このピクセル構
造では、行方向にＭ個のピクセルが有効化され、リアルピクセル構造でのＭ個のピクセル
の表示効果（圧縮は不要である）を実現する。したがって、
Ｙ１／２＝Ｘ１である。
すなわち、Ｙ１＝２Ｘ１である。
【００２２】
　言い換えると、第２の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｙ１

は、第１の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１の２倍である
。
【００２３】
　各ピクセルユニット内の２つのピクセルサブユニットは、例えば、第１のピクセルサブ
ユニットおよび第２のピクセルサブユニットである。第１のピクセルサブユニットおよび
第２のピクセルサブユニットが、第１の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセル
を構成する場合、各ピクセル内の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第３
のサブピクセルの中心の仮想接続線が、例えば次の方法に従って、長方形を構成する。
【００２４】
　（１）第１の方向が行方向、第２の方向が列方向であり、それに応じて、第１のピクセ
ル内の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第３のサブピクセルが第１の列
内に配置され、第２のピクセル内の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第
３のサブピクセルが第２の列内に配置される。具体的には、第１の列は、奇数番号が付け
られた列（１番、３番、５番、…の列）であり、それに応じて第２の列は、偶数番号が付
けられた列（２番、４番、６番、…の列）である。代替として、第１の列は、偶数番号が
付けられた列であり、それに応じて第２の列は、奇数番号が付けられた列である。本明細
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書では、これらの番号付けに特に限定されない。
【００２５】
　（２）第１の方向が列方向、第２の方向が行方向であり、それに応じて、第１のピクセ
ル内の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第３のサブピクセルが第１の行
内に配置され、第２のピクセル内の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第
３のサブピクセルが第２の行内に配置される。具体的には、第１の列は、奇数番号が付け
られた列（１番、３番、５番、…の列）であり、それに応じて第２の列は、偶数番号が付
けられた列（２番、４番、６番、…の列）である。代替として、第１の列は、偶数番号が
付けられた列であり、それに応じて第２の列は、奇数番号が付けられた列である。本明細
書では、これらの番号付けに特に限定されない。
【００２６】
　２つのピクセルサブユニットが、第２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセ
ルを構成する場合、このピクセル構造では、第２の方向（列方向など）の同じ色を有する
すべてのサブピクセルの中心間の距離Ｙ１および第１の方向（行方向など）の同じ色を有
するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１が、次の関係を有してよい。
【００２７】
　各ピクセルユニットが、２つのピクセルを行方向に割り当て、列方向にＭ個のピクセル
が有効化され、リアルピクセル構造でのＭ＊（Ｎ＋１）／Ｎ個のピクセルの表示効果を実
現する。したがって、Ｘ１／２＝Ｎ／（Ｎ＋１）Ｙ１である。
すなわち、Ｘ１＝２Ｎ／（Ｎ＋１）Ｙ１であり、Ｎは１以上の整数である。
【００２８】
　言い換えると、第１の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１

は、第２の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｙ１の２Ｎ／（Ｎ
＋１）倍である。
【００２９】
　以下では、添付の図面を参照して、本開示におけるピクセル構造およびその駆動方法に
ついて詳細に説明する。
【００３０】
　図３は、本開示の一実施形態に従う、ＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの配置
の概略図であり、図４は、図３のピクセルユニットの概略図である。第１の方向（Ｘ方向
）は行方向（横方向）であり、第２の方向（Ｙ方向）は列方向（縦方向）である。簡単に
するために、添付の図面では、ＯＬＥＤディスプレイデバイスの一部のみが示されており
、実際の製品のピクセルの数はこれらの図面に限定されず、それに応じてピクセルの数は
、実際の表示要件に従って変更されてよい。本開示では、第１の行、第２の行、第１の列
、第２の列…の各々は、図に示されたそれらを参照基準として使用することによって、本
開示を説明するために使用されており、実際の製品における行および列を参照するよう意
図されていない。
【００３１】
　図３および図４に示されているように、このピクセル構造は、行列の形態で配置された
複数のピクセルユニット３０を含んでおり、ピクセルユニット３０の各々は、第１の方向
（本明細書では、Ｘ方向を参照する）に沿って隣接して配置された、異なる色を有する３
つのサブピクセルをそれぞれ含んでいる、第１のピクセルサブユニット３１および第２の
ピクセルサブユニット３２を含んでいる。第１のピクセルサブユニット３１は、第２の方
向（本明細書では、Ｙ方向を参照する）に沿って連続して配置された、第１のサブピクセ
ル３０１、第２のサブピクセル３０３、および第３のサブピクセル３０５を含んでいる。
第２のピクセルサブユニット３２は、第２の方向に沿って連続して配置された、第３のサ
ブピクセル３０５、第１のサブピクセル３０１、および第２のサブピクセル３０３を含ん
でいる。各ピクセルユニット３０内の第１のピクセルサブユニット３１および第２のピク
セルサブユニット３２は、図３のピクセル（１，１）およびピクセル（２，１）によって
示されているように、第２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成する
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。言い換えると、各ピクセルユニットは、２つのピクセルを含んでいる。したがって、各
ピクセルは、異なる色を有する第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、
および第３のサブピクセル３０５を含んでおり、これら３つのサブピクセルの中心の仮想
接続線が（図４の破線の三角形で示されているような）三角形を構成し、各ピクセルはＲ
、Ｇ、およびＢという３つの色を含んでおり、真の意味でのフルカラー表示を実現する。
【００３２】
　同じ行内のすべてのピクセルが同じ配置構造を有しており、行方向に沿って１８０度反
転された（左右の方向に単独で反転した）後の各ピクセルの配置構造が、同じ列内の隣接
するピクセルの配置構造と同じになることが好ましい。このようにして、ピクセルをより
コンパクトに配置することができ、ピクセルピッチを減らし、ＰＰＩを増やす。
【００３３】
　本明細書では、第１の行および第１の列にあるピクセルがピクセル（１，１）として示
され、第１の行および第２の列にあるピクセルがピクセル（１，２）として示され、第２
の行および第１の列にあるピクセルがピクセル（２，１）として示され、第２の行および
第２の列にあるピクセルがピクセル（２，２）として示される、などとなる。図３に示さ
れているように、Ｘ方向に沿って１８０度反転された後の第１の行および第１の列にある
ピクセル（１，１）の配置構造は、Ｙ方向に隣接するピクセル（すなわち、第２の行およ
び第１の列にあるピクセル（２，１））の配置構造と同じである。このようにして、同じ
ピクセルユニット３０内の２つのピクセル（例えば、ピクセル（１，１）およびピクセル
（２，１）の第３のサブピクセル３０５）が、互い違いになるように配置される（ピクセ
ル（１，１）およびピクセル（２，１）内の第３のサブピクセルは、１本の直線上に配置
されない）。したがって、第３のサブピクセルを形成するために使用される蒸着マスク（
ＦＭＭ）の蒸着開口部も、互い違いになるように配置され、蒸着マスク製造工程および蒸
着工程の困難を低減する。リアルピクセル構造において、２つの隣接する行内のピクセル
内のサブピクセルが一列になるように配置され場合と比較して、工程条件が同じである場
合、隣接する行内のサブピクセルが互い違いになるように配置される構造を使用すること
で、同じサブピクセルの開口部間で使用できる距離を増やし、そのためピクセルをより小
さいサイズで製造することができ、それによって、高解像度のディスプレイの製造を容易
にする。
【００３４】
　第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、および第３のサブピクセル３
０５は、三角形、逆三角形、左方向に９０度回転した三角形、もしくは右方向に９０度回
転した三角形を構成する配置を有してよく、または実質的に、三角形、逆三角形、左方向
に９０度回転した三角形、もしくは右方向に９０度回転した三角形を構成する配置を有す
る。図３に示された配置構造では、奇数番号が付けられた行内のピクセル内で、第１のサ
ブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、および第３のサブピクセル３０５が、右
方向に９０度回転した三角形を構成する配置を有する。すなわち、第１のサブピクセル３
０１および第２のサブピクセル３０３が左側に配置され、第３のサブピクセル３０５が右
側に配置される。偶数番号が付けられた行内のピクセル内で、第１のサブピクセル３０１
、第２のサブピクセル３０３、および第３のサブピクセル３０５が、左方向に９０度回転
した三角形を構成する配置を有する。すなわち、第３のサブピクセル３０５が左側に配置
され、第１のサブピクセル３０１および第２のサブピクセル３０３が右側に配置される。
【００３５】
　さらに、同じ行内のすべてのピクセル内の第１のサブピクセル３０１が、１本の直線上
に配置される。同じ行内のすべてのピクセル内の第２のサブピクセル３０３が、１本の直
線上に配置される。かつ、同じ行内のすべてのピクセル内の第３のサブピクセル３０５も
、１本の直線上に配置される。
【００３６】
　ピクセル内の各サブピクセルは、発光領域（表示領域）および非発光領域（非表示領域
）を含んでいる。各サブピクセル内の発光領域は、陰極、陽極、および電界発光層（有機
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発光層）を含んでいる。電界発光層は、陰極と陰極の間に位置し、既定の色の光を生成し
て表示を実施するように構成される。ディスプレイ画面の製造中に、対応する色のピクセ
ル領域の発光領域内に、対応する色（例えば、赤色、緑色、または青色）の電界発光層を
それぞれ形成するために、通常は、３つの蒸着工程を使用する必要がある。もちろん、形
状および配置がそれぞれ同じである場合は、ずらす方法または別の方法で、同じマスクを
使用して、複数の色の電界発光層の蒸着を実施してよい。
【００３７】
　第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、および第３のサブピクセルは、赤色（Ｒ）
サブピクセル、緑色（Ｇ）サブピクセル、および青色（Ｂ）サブピクセルを含む。具体的
には、この実施形態では、第１のサブピクセルは、赤色（Ｒ）サブピクセル、緑色（Ｇ）
サブピクセル、および青色（Ｂ）サブピクセルのうちの１つであり、第２のサブピクセル
は、赤色（Ｒ）サブピクセル、緑色（Ｇ）サブピクセル、および青色（Ｂ）サブピクセル
のうちの１つであり、第３のサブピクセルは、赤色（Ｒ）サブピクセル、緑色（Ｇ）サブ
ピクセル、および青色（Ｂ）サブピクセルのうちの１つである。第１のサブピクセル、第
２のサブピクセル、および第３のサブピクセルの色は、すべて異なっている。例えば、図
３に示されているような配置構造では、第１のサブピクセル３０１が緑色（Ｇ）サブピク
セルであり、第２のサブピクセル３０３が赤色（Ｒ）サブピクセルであり、第３のサブピ
クセル３０５が青色（Ｂ）サブピクセルである。それに応じて、第１のサブピクセル３０
１は、Ｇ発光領域３０２およびＧ非発光領域を含んでおり、緑色の光を発するように構成
された有機発光層を含んでいる。第２のサブピクセル３０３は、Ｒ発光領域３０４および
Ｒ非発光領域を含んでおり、赤色の光を発するように構成された有機発光層を含んでいる
。第３のサブピクセル３０５は、Ｂ発光領域３０６およびＢ非発光領域を含んでおり、青
色の光を発するように構成された有機発光層を含んでいる。
【００３８】
　ＯＬＥＤの寿命を延ばすために、同じピクセル内では、青色サブピクセルの面積が、赤
色サブピクセルの面積および緑色サブピクセルの面積より大きいのが好ましい。これは、
青色サブピクセルを製造するために使用される青色発光材料の寿命が、通常は最も短いた
めである。したがって、有機エレクトロクロミック発光ディスプレイデバイスの寿命は、
主に、青色サブピクセルの寿命によって決まる。同じ表示輝度の条件下では、青色サブピ
クセルのサイズを増やした場合、青色サブピクセルの輝度を減らすことができ、青色サブ
ピクセルを流れる電流密度が減少するため、青色サブピクセルの寿命が延び、したがって
、有機電界発光ディスプレイデバイスの寿命が延びる。
【００３９】
　図３では、第１のサブピクセル３０１および第２のサブピクセル３０３が、形状および
面積において等しく、鏡面対称になるように分配されるのが好ましい。各ピクセル内で、
行方向に沿って伸びる第３のサブピクセル３０５の中心線が、第１のサブピクセル３０１
と第２のサブピクセル３０３の間の境界線に重なる。これは、ピクセルピッチを減らし、
ＲＧＢサブピクセルを均一に分布させるのに役立ち、相対的に良好な表示効果を有する。
具体的には、図３を参照すると、行方向に沿って伸びる第３のサブピクセル３０５の中心
線３０６’が、第１のサブピクセル３０１と第２のサブピクセル３０３の間の境界線に重
なる（中心線３０６’は、第３のサブピクセル３０５を２つの部分に均等に分割し、行方
向に沿って伸びる）。同じピクセル内の第１のサブピクセル３０１および第２のサブピク
セル３０３が１つのエッジを共有するため、共有されたエッジが、第１のサブピクセル３
０１と第２のサブピクセル３０３の間の境界線になるということに、注意するべきである
。しかし本明細書では、「境界」または「境界線」は、物理的な「境界」または「境界線
」に限定されず、２つのピクセルまたはサブピクセル間の仮想的な「境界」または「境界
線」を指してよいということが、理解されるべきである。図３では、第１のサブピクセル
３０１および第２のサブピクセル３０３の各々の形状が長方形であり、第３のサブピクセ
ル３０５の形状が正方形であり、第１のサブピクセル３０１および第２のサブピクセル３
０３が、それらの短いエッジが伸びる方向に沿って配置される。第３のサブピクセル３０
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５の発光領域３０６は、第１のサブピクセル３０１の発光領域３０２の短いエッジの長さ
および第２のサブピクセル３０３の発光領域３０４の短いエッジの長さの２倍であるエッ
ジ長（高さ）を有する。
【００４０】
　しかし、第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、および第３のサブピ
クセル３０５の各々の形状が長方形に限定されず、長方形以外のさらに別の四角形であっ
てよく、または三角形、五角形、六角形、および八角形などの、多角形のうちの１つまた
はこれらの任意の組み合わせであってよいということが、理解されるべきである。実際の
適用中に、前述の形状に基づいて、何らかの変更がさらに部分的に実行されてよく、例え
ば、四角形の４つの角が、特定の円弧を示すように丸められる。加えて、第１のサブピク
セル３０１および第２のサブピクセル３０３の面積は、等しくなくてよい。第３のサブピ
クセル３０５の面積は、第１のサブピクセル３０１の面積または第２のサブピクセル３０
３の面積の２倍であることに制限されない。それに応じて、各サブピクセルは、要件に一
致する色に従って、形状および／または面積で調整されてよい。例えば、第１のサブピク
セル３０１、第２のサブピクセル３０３、および第３のサブピクセル３０５の面積は、互
いに異なってよい。第３のサブピクセル３０５（青色サブピクセル）の面積は、第１のサ
ブピクセル３０１（緑色サブピクセル）の面積より大きい。第１のサブピクセル３０１（
緑色サブピクセル）の面積は、第２のサブピクセル３０３（赤色サブピクセル）の面積よ
り大きい。代替として、図５に示されているように、第３のサブピクセル３０５（青色サ
ブピクセル）の面積は、第１のサブピクセル３０１（緑色サブピクセル）の面積に等しい
。第３のサブピクセル３０５（青色サブピクセル）の各々の面積および第１のサブピクセ
ル３０１（緑色サブピクセル）の面積は、第２のサブピクセル３０３（赤色サブピクセル
）の面積より大きく、すなわち、第２のサブピクセル３０３（赤色サブピクセル）の面積
が最も小さい。
【００４１】
　このピクセル構造では、第２の方向（Ｙ方向または列方向）の同じ色を有するすべての
サブピクセルの中心間の距離Ｙ１および第１の方向（Ｘ方向または行方向）の同じ色を有
するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１が、次の関係を有してよい。Ｙ１＝２Ｎ／
（Ｎ＋１）Ｘ１、Ｙ１＝２Ｘ１、またはＸ１／２＝Ｎ／（Ｎ＋１）Ｙ１、ここで、Ｎは１
以上の整数である。
【００４２】
　例えば、図３を参照すると、第２の方向（Ｙ方向または列方向）の第３のサブピクセル
３０５（青色サブピクセル）の中心間の距離Ｙ１は、第１の方向（Ｘ方向または行方向）
の第３のサブピクセル３０５間の距離Ｘ１の４／３倍である。
【００４３】
　図６は、本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの
配置の概略図であり、図７は、図６のピクセルユニットの概略図である。このピクセル構
造と、図３に示されたピクセル構造の間の違いは、このピクセル構造が、図３に示された
ピクセル構造全体を１８０度水平方向に反転することによって得られるということである
。第１のピクセルサブユニット３１は、第２の方向（本明細書では、Ｙ方向を参照する）
に沿って連続して配置された、第３のサブピクセル３０５、第１のサブピクセル３０１、
および第２のサブピクセル３０３を含んでいる。第２のピクセルサブユニット３２は、第
２の方向に沿って連続して配置された、第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル
３０３、および第３のサブピクセル３０５を含んでいる。具体的には、奇数番号が付けら
れた行内のピクセル内で、第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、およ
び第３のサブピクセル３０５が、左方向に９０度回転した三角形を構成する配置を有して
おり、すなわち、第３のサブピクセル３０５が左側に配置され、第１のサブピクセル３０
１および第２のサブピクセル３０３が右側に配置される。偶数番号が付けられた行内のピ
クセル内で、第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、および第３のサブ
ピクセル３０５が、右方向に９０度回転した三角形を構成する配置を有しており、すなわ
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ち、第１のサブピクセル３０１および第２のサブピクセル３０３が左側に配置され、第３
のサブピクセル３０５が右側に配置される。
【００４４】
　図８は、本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの
配置の概略図である。このピクセル構造と、図３に示されたピクセル構造の間の違いは、
同じ行内のすべてのピクセル内の第１のサブピクセル３０１および第２のサブピクセル３
０３が、互い違いになるように配置されていることである。具体的には、同じ行内のすべ
てのピクセル内の第１のサブピクセル３０１が、１本の直線上で直線的に配置されない。
同じ行内のすべてのピクセル内の第２のサブピクセル３０３も、１本の直線上に配置され
ない。代わりに、同じ行内のすべてのピクセル内の第１のサブピクセル３０１および第２
のサブピクセル３０３は、１本の直線上で互い違いになるように配置される。例えば、第
１の行および第１の列にあるピクセル（１，１）内の第１のサブピクセル３０１、第１の
行および第２の列にあるピクセル（１，２）内の第２のサブピクセル３０３、第１の行お
よび第３の列にあるピクセル（１，３）内の第１のサブピクセル３０１…が、１本の直線
上に連続して配置される。
【００４５】
　図９は、本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセルの
配置の概略図である。このピクセル構造と、図３に示されたピクセル構造の間の違いは、
このピクセル構造が、行および列が相互に置き換えられるように、図３に示されたＯＬＥ
Ｄディスプレイデバイスを９０度回転することによって得られるということである。この
場合、引き続きＸ方向が行方向（横方向）と呼ばれ、Ｙ方向が列方向（縦方向）と呼ばれ
るとすると、同じピクセル内の第１のサブピクセル３０１および第２のサブピクセル３０
３が、１つの列内に配置され、第３のサブピクセル３０５が別の列内に配置されるという
ことが、理解されるべきである。同じ列内のすべてのピクセルが、同じ配置構造を有する
。列方向に沿って反転された（上下の方向に単独で反転した）後の各ピクセルの配置構造
が、同じ行内の隣接するピクセルの配置構造と同じになることが好ましい。例えば、ピク
セル（１，１）の中心の周りで列方向に沿って１８０度反転された後の第１の行および第
１の列にあるピクセル（１，１）の配置構造は、同じ行内の隣接するピクセル（すなわち
、第１の行および第２の列にあるピクセル（１，２））の配置構造と同じである。
【００４６】
　図１０は、本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセル
の配置の概略図である。このピクセル構造と、図３に示されたピクセル構造の間の違いは
、第２の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｙ１および第１の方
向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１が、次の関係を有するとい
うことである。Ｙ１＝２Ｘ１。この場合、圧縮アルゴリズムを使用する必要がなく、表示
は１：１で直接実行されてよい。第１のサブピクセル３０１および第２のサブピクセル３
０３（および、それらの発光領域）の各々の形状は、正方形である。第３のサブピクセル
３０５（および、その発光領域）の形状は、長方形である。ピクセル全体は、正方形であ
る。第１のサブピクセル３０１および第２のサブピクセル３０３は、第３のサブピクセル
３０５の長いエッジの伸びる方向に沿って配置される。
【００４７】
　図１１は、本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセル
の配置の概略図であり、図１２は、図１１のピクセルユニットの概略図である。このピク
セル構造は、行列の形態で配置された複数のピクセルユニット３０を含んでいる。ピクセ
ルユニット３０の各々は、第１の方向に沿って隣接して配置された第１のピクセルサブユ
ニット３１および第２のピクセルサブユニット３２を含んでおり、ピクセルサブユニット
の各々は、異なる色を有する３つのサブピクセルを含んでいる。第１のピクセルサブユニ
ット３１は、第２の方向に沿って連続して配置された、第２のサブピクセル３０３、第１
のサブピクセル３０１、および第３のサブピクセル３０５を含んでいる。第２のピクセル
サブユニット３２は、第２の方向に沿って連続して配置された、第３のサブピクセル３０
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５、第２のサブピクセル３０３、および第１のサブピクセル３０１を含んでいる。各ピク
セルユニット３０内の第１のピクセルサブユニット３１および第２のピクセルサブユニッ
ト３２は、第２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成する。したがっ
て、各ピクセルは、異なる色を有する第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３
０３、および第３のサブピクセル３０５を含んでおり、これらのサブピクセルの中心の仮
想接続線は、三角形を構成する。
【００４８】
　図１１および図１２に示されているように、このピクセル構造と、図３に示されている
ピクセル構造の間の違いは、各ピクセルユニット内で、ピクセルサブユニットのうちの１
つにおいて行方向に沿って伸びる第３のサブピクセル３０５の中心線が、他のピクセルサ
ブユニット内の第１のサブピクセル３０１と第２のサブピクセル３０３の間の境界線に重
ならないということである。例えば、行方向に沿って伸びる第１のピクセルサブユニット
３１の第３のサブピクセル３０５の中心線は、第２のピクセルサブユニット３２内の第１
のサブピクセル３０１と第２のサブピクセル３０３の間の境界線に重ならない。代わりに
、第１のピクセルサブユニット３１内の第３のサブピクセル３０５および第２のピクセル
サブユニット３２内の第１のサブピクセル３０１が、一列になるように配置される。各ピ
クセルユニット内の第１のピクセルサブユニット３１および第２のピクセルサブユニット
３２は、１つのサブピクセルの距離だけずらして配置される。
【００４９】
　第１のサブピクセル３０１（およびその発光領域）、第２のサブピクセル３０３（およ
びその発光領域）、および第３のサブピクセル３０５（およびその発光領域）の各々の形
状は、正方形であってよく、第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、お
よび第３のサブピクセル３０５の中心の仮想接続線は、二等辺三角形であってよい。すな
わち、各ピクセルユニット内で、１つのピクセルの全体がＬ字型を構成し、他のピクセル
の全体が逆Ｌ字型を構成する。第１のサブピクセル３０１（およびその発光領域）、第２
のサブピクセル３０３（およびその発光領域）、および第３のサブピクセル３０５（およ
びその発光領域）の面積が同じであることが好ましい。このようにして、同じ色を有する
サブピクセルの配置位置が同じ規則性を示し、個々のピクセルのサイズも同じになり、す
なわち、異なる色を有する３つのサブピクセルの配置の規則性が同じになる。このように
して、異なる色を有するサブピクセルを製造するときに、同じメタルマスクを使用するこ
とができ、それによって、製造のためのメタルマスクの数が削減される。
【００５０】
　このピクセル構造では、第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、およ
び第３のサブピクセル３０５（Ｒ、Ｇ、Ｂの３色）が、列方向に分配される。２つのタイ
プのサブピクセル（ＲおよびＧ、またはＧおよびＢ、またはＢおよびＲの２色）が、行方
向に分配される。１つの方向に１つの色のみのサブピクセルの分配と比較して、このよう
な配置では、行方向および列方向において、表示が相対的に均一になる。
【００５１】
　図１３は、本開示の一実施形態に従う、別のＯＬＥＤディスプレイデバイスのピクセル
の配置の概略図であり、図１４は、図１３のピクセルユニットの概略図である。図１３お
よび図１４に示されているように、このピクセル構造と、図１１に示されたピクセル構造
の間の違いは、第１のピクセルサブユニット３１が、第２の方向に沿って連続して配置さ
れた第１のサブピクセル３０１、第２のサブピクセル３０３、および第３のサブピクセル
３０５を含んでいることである。第２のピクセルサブユニット３２は、第２の方向に沿っ
て連続して配置された、第３のサブピクセル３０５、第１のサブピクセル３０１、および
第２のサブピクセル３０３を含んでいる。第１のピクセルサブユニット３１内の第３のサ
ブピクセル３０５および第２のピクセルサブユニット３２内の第２のサブピクセル３０３
が、一列になるように配置され、第２のピクセルサブユニット３２内の第３のサブピクセ
ル３０５および第１のピクセルサブユニット３１内の第１のサブピクセル３０１が、一列
になるように配置される。各ピクセルユニット内の第１のピクセルサブユニット３１およ
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び第２のピクセルサブユニット３２は、互いに合わせられる。
【００５２】
　１つのピクセル内で、第１のサブピクセル３０１（およびその発光領域）、第２のサブ
ピクセル３０３（およびその発光領域）、および第３のサブピクセル３０５（およびその
発光領域）の各々の形状は、正方形であってよい。第１のサブピクセル３０１、第２のサ
ブピクセル３０３、および第３のサブピクセル３０５の中心の仮想接続線は、二等辺三角
形であってよい。
【００５３】
　ピクセル構造に対して適切な変形（例えば、９０度、１８０度、または２７０度の回転
）がさらに実行されてよいということが、理解されてよい。加えて、各サブピクセルの形
状および面積に対して、適切な変形が実行されてよい。例えば、第１のサブピクセルおよ
び第２のサブピクセルの位置が互いに交換されてよい、などである。本明細書では、列挙
は行われない。
【００５４】
　上記では、第２の方向（Ｙ方向など）の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間
の距離Ｙ１および第１の方向（Ｘ方向など）の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中
心間の距離Ｘ１が次の関係を有している、本開示の実施形態の複数のピクセル構造につい
て説明した。
Ｙ１＝２Ｘ１またはＹ１＝２Ｎ／（Ｎ＋１）Ｘ１、ここで、Ｎは１以上の整数である。
例えば、Ｎ＝２の場合、Ｙ１＝４／３Ｘ１である。
例えば、Ｎ＝１の場合、Ｙ１＝Ｘ１である。
【００５５】
　代替として、第２の方向（Ｙ方向）の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の
距離Ｙ１および同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１は、次の関係を
有している。
Ｘ１／２＝Ｎ／（Ｎ＋１）Ｙ１である。
すなわち、Ｘ１＝２Ｎ／（Ｎ＋１）Ｙ１であり、Ｎは１以上の整数である。
【００５６】
　言い換えると、第１の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｘ１

は、第２の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離Ｙ１の２Ｎ／（Ｎ
＋１）倍である。
【００５７】
　前述の実施形態において提供されたピクセル構造に基づいて、本開示は、ピクセル構造
内のある方向のピクセルを、リアルピクセル構造内のピクセルの（Ｎ＋１）／Ｎ倍と同等
にするために、対応するピクセル構造の駆動方法をさらに提供し、それによって、ディス
プレイデバイスの仮想解像度が増やされる。
【００５８】
　例えば、Ｎ＝２である場合、行方向の２Ｍ個のピクセルは、リアルピクセル構造内の３
Ｍ個のピクセルの表示効果を実現する。すなわち、各ピクセルユニットは、Ｙ方向に２つ
のピクセルを含み、Ｘ方向に１つのピクセルを含み、Ｘ方向の解像度が２／３に圧縮され
る。
　この場合、Ｘ方向およびＹ方向のピッチは、次の関係を有する。
Ｙ１／２＝２／３Ｘ１

すなわち、Ｙ１＝４／３Ｘ１である。
【００５９】
　通常、画像の表示情報は、リアルピクセル構造に基づく。したがって、このタイプの画
像情報が、画像表示のためにこの実施形態のピクセル構造に入力される前に、表示情報を
変換する必要がある。リアルピクセル構造のピクセルの輝度が、この実施形態のピクセル
構造に割り当てられる。この場合、リアルピクセル構造内のピクセルは、この実施形態の
ピクセル構造内のピクセルとの１対１の対応関係を有する。この実施形態では、１つの方
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法は、リアルピクセル構造を、参照ピクセルグループの各々が、合計で６つの参照ピクセ
ルの２つの行および３つの列を含んでおり、参照ピクセルの各々が、横に並んで配置され
た、異なる色を有する、３つのサブピクセルを含んでいる、複数の参照ピクセルグループ
に分割し、参照ピクセルグループ内のサブピクセルの輝度を得ることである。さらに、ピ
クセル構造が、複数のターゲットピクセルグループに分割され、各ターゲットピクセルグ
ループは２つのピクセルユニット（すなわち、合計で４つのターゲットピクセルの２つの
行および２つの列）を含む。ターゲットピクセルグループのサブピクセルの輝度は、ター
ゲットピクセルグループの表示効果が参照ピクセルグループの表示効果と同等になるよう
に、参照ピクセルグループ内のサブピクセルの輝度に従って決定される。このようにして
、ピクセル構造内の２つのピクセルを使用して、リアルピクセル構造内の３つのピクセル
の表示効果を実現する。例えば、行方向では、合計７８０個のピクセルが、リアルピクセ
ル構造内の１２８０個のピクセルの表示効果を実現することができ、それによって、仮想
解像度を増やす。
【００６０】
　図１５（ａ）を参照すると、１つの参照ピクセルグループが、合計で６つの参照ピクセ
ルＰ１１’、Ｐ１２’、Ｐ１３’、Ｐ２１’、Ｐ２２’、およびＰ２３’の２つの行およ
び３つの列を含んでいる。各参照ピクセルは、横に並んで配置された３つのサブピクセル
を含んでいる。参照ピクセルＰ１１’、Ｐ１２’、およびＰ１３’内のサブピクセルは１
つの行内に配置され、参照ピクセルＰ２１’、Ｐ２２’、およびＰ２３’内のサブピクセ
ルは別の行内に配置される。
【００６１】
　説明を簡単にするために、参照ピクセルグループＰ０’内では、第１の行および第１の
列にある参照ピクセルＰ１１’内の赤色サブピクセルがＲ１１’として示され、緑色サブ
ピクセルがＧ１１’として示され、青色サブピクセルがＢ１１’として示されており、第
１の行および第２の列にある参照ピクセルＰ１２’内の赤色サブピクセルがＲ１２’とし
て示され、緑色サブピクセルがＧ１２’として示され、青色サブピクセルがＢ１２’とし
て示されており、第２の行および第１の列にある参照ピクセルＰ２１’内の赤色サブピク
セルがＲ２１’として示され、緑色サブピクセルがＧ２１’として示され、青色サブピク
セルがＢ２１’として示されており、第２の行および第２の列にある参照ピクセルＰ２２
’内の赤色サブピクセルがＲ２２’として示され、緑色サブピクセルがＧ２２’として示
され、青色サブピクセルがＢ２２’として示されている、などとなっている。
【００６２】
　図１５（ｂ）を参照すると、ターゲットピクセルグループが２つのピクセルユニットＰ
１およびＰ２を含んでいる。ピクセルユニットＰ１は、２つのピクセルＰ１１およびＰ２
１を含んでいる。ピクセルユニットＰ２は、２つのピクセルＰ１２およびＰ２２を含んで
いる。ピクセルＰ１１およびＰ１２は、同じ行内で横に並んで配置され、ピクセルＰ２１
およびＰ２２は、同じ行内で横に並んで配置される。ピクセルＰ１１、Ｐ１２、Ｐ２１、
およびＰ２２の各々は、異なる色を有する３つのサブピクセルを含んでおり、これら３つ
のサブピクセルの中心の仮想接続線が三角形を構成する。
【００６３】
　説明を簡単にするために、ターゲットピクセルグループＰ０内では、参照ピクセルＰ１
１内の赤色サブピクセルがＲ１１として示され、緑色サブピクセルがＧ１１として示され
、青色サブピクセルがＢ１１として示されており、参照ピクセルＰ１２内の赤色サブピク
セルがＲ１２として示され、緑色サブピクセルがＧ１２として示され、青色サブピクセル
がＢ１２として示されており、参照ピクセルＰ２１内の赤色サブピクセルがＲ２１として
示され、緑色サブピクセルがＧ２１として示され、青色サブピクセルがＢ２１として示さ
れており、参照ピクセルＰ２２内の赤色サブピクセルがＲ２２として示され、緑色サブピ
クセルがＧ２２として示され、青色サブピクセルがＢ２２として示されている。
【００６４】
　図１５（ａ）および図１６に示されているように、参照ピクセルＰ１１’は、ゲート線
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Ｇ１’ならびにデータ線Ｓ１１’、Ｓ１２’、およびＳ１３’によって制御される。参照
ピクセルＰ１２’は、ゲート線Ｇ１’ならびにデータ線Ｓ２１’、Ｓ２２’、およびＳ２
３’によって制御される。参照ピクセルＰ１３’は、ゲート線Ｇ１’ならびにデータ線Ｓ
３１’、Ｓ３２’、およびＳ３３’によって制御される。参照ピクセルＰ２１’は、ゲー
ト線Ｇ２’ならびにデータ線Ｓ１１’、Ｓ１２’、およびＳ１３’によって制御される。
参照ピクセルＰ２２’は、ゲート線Ｇ２’ならびにデータ線Ｓ２１’、Ｓ２２’、および
Ｓ２３’によって制御される。参照ピクセルＰ２３’は、ゲート線Ｇ２’ならびにデータ
線Ｓ３１’、Ｓ３２’、およびＳ３３’によって制御される。図から分かるように、６つ
の参照ピクセルＰ１１’、Ｐ１２’、Ｐ１３’、Ｐ２１’、Ｐ２２’、およびＰ２３’の
各々は長方形として構成されている。
【００６５】
　図１５（ｂ）、図１７、および図１８に示されているように、ターゲットピクセルＰ１
１は、ゲート線Ｇ１ならびにデータ線Ｓ１１、Ｓ１２、およびＳ１３によって制御される
。ターゲットピクセルＰ１２は、ゲート線Ｇ１ならびにデータ線Ｓ２１、Ｓ２２、および
Ｓ２３によって制御される。ターゲットピクセルＰ２１は、ゲート線Ｇ２ならびにデータ
線Ｓ１１、Ｓ１２、およびＳ１３によって制御される。ターゲットピクセルＰ２２は、ゲ
ート線Ｇ２ならびにデータ線Ｓ２１、Ｓ２２、およびＳ２３によって制御される。例えば
これは、次の２つの方法で実装される。
【００６６】
　図１７を参照すると、１つの方法では、Ｒ１１、Ｇ１１、Ｂ１１、Ｒ１２、Ｇ１２、お
よびＢ１２が、ゲート線Ｇ１ならびにデータ線Ｓ１１、Ｓ１２、Ｓ１３、Ｓ２１、Ｓ２２
、およびＳ２３によって制御される。Ｂ２１、Ｇ２１、Ｒ２１、Ｂ２２、Ｇ２２、および
Ｒ２２が、ゲート線Ｇ２ならびにデータ線Ｓ１１、Ｓ１２、Ｓ１３、Ｓ２１、Ｓ２２、お
よびＳ２３によって制御される。
【００６７】
　図１８を参照すると、他の方法では、Ｒ１１、Ｇ１１、Ｂ１１、Ｒ１２、Ｇ１２、およ
びＢ１２が、ゲート線Ｇ１ならびにデータ線Ｓ１１、Ｓ１２、Ｓ１３、Ｓ２１、Ｓ２２、
およびＳ２３によって制御されてよい。Ｂ２１、Ｒ２１、Ｇ２１、Ｂ２２、Ｒ２２、およ
びＧ２２が、ゲート線Ｇ２ならびにデータ線Ｓ１１、Ｓ１２、Ｓ１３、Ｓ２１、Ｓ２２、
およびＳ２３によって制御される。
【００６８】
　ターゲットピクセルグループ内の４つのピクセルが、参照ピクセルグループ内の６つの
ピクセルの輝度を引き受ける必要があり、すなわち、参照ピクセルグループ内の行方向の
３つの隣接する参照ピクセルが組み合わさって、表示のためにターゲットピクセルグルー
プ内の２つのピクセルになり、そのため２つのピクセルが３つの参照ピクセルの表示効果
を実現する。したがって、参照ピクセルグループ内の各サブピクセルの輝度が決定された
後に、その輝度をターゲット参照ピクセルに割り当てる必要がある。例えば、次の割り当
て方法が使用されてよい。中央の列内のピクセルＰ１２’およびＰ２２’の輝度が２つの
部分に均等に分割され、奇数番号が付けられた行内のターゲットピクセルＰ１１およびＰ
１２が、参照ピクセルＰ１１’およびＰ１３’の輝度および参照ピクセルＰ１２’の輝度
の半分を引き受け、偶数番号が付けられた行内のターゲットピクセルＰ２１およびＰ２２
が、参照ピクセルＰ２１’およびＰ２３’の輝度および参照ピクセルＰ２２’の輝度の半
分を引き受ける。
【００６９】
　図１５（ａ）の参照ピクセルＰ１２’のサブピクセルＢ１２’が例として使用され、サ
ブピクセルＢ１２’の輝度の半分が、表示のために隣接するターゲットピクセルＰ１１内
のサブピクセルＢ１１に割り当てられてよい。
【００７０】
　具体的な輝度割り当て方法は、次の通りである。
（１）奇数番号が付けられた行内
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Ｌ１１ｒ＝Ｌ’１１ｒ、
Ｌ１１ｇ＝Ｌ’１１ｇ、
Ｌ１１ｂ＝Ｌ’１１ｂ＋Ｌ’１２ｂ／２、
Ｌ１２ｒ＝Ｌ’１３ｒ＋Ｌ’１２ｒ／２、
Ｌ１２ｇ＝Ｌ’１３ｇ＋Ｌ’１２ｇ／２、および
Ｌ１２ｂ＝Ｌ’１３ｂ、ここで
Ｌ１１ｒ、Ｌ１１ｇ、Ｌ１１ｂ、Ｌ１２ｒ、Ｌ１２ｇ、およびＬ１２ｂは、ターゲットピ
クセルグループ内のサブピクセルＲ１１、Ｇ１１、Ｂ１１、Ｒ１２、Ｇ１２、およびＢ１
２の輝度値を指し、Ｌ’１１ｒ、Ｌ’１１ｇ、Ｌ’１１ｂ、Ｌ’１２ｒ、Ｌ’１２ｇ、Ｌ
’１２ｂ、Ｌ’１３ｒ、Ｌ’１３ｇ、およびＬ’１３ｂは、参照ピクセルグループ内のサ
ブピクセルＲ１１’、Ｇ１１’、Ｂ１１’、Ｒ１２’、Ｇ１２’、Ｂ１２’、Ｒ１３’、
Ｇ１３’、およびＢ１３’の輝度値を指す。
【００７１】
　（２）偶数番号が付けられた行内
Ｌ２１ｒ＝Ｌ’２１ｒ＋Ｌ’２２ｒ／２、
Ｌ２１ｇ＝Ｌ’２１ｇ＋Ｌ’２２ｇ／２、
Ｌ２１ｂ＝Ｌ’２１ｂ、
Ｌ２２ｒ＝Ｌ’２３ｒ、
Ｌ２２ｇ＝Ｌ’２３ｇ、および
Ｌ２２ｂ＝Ｌ’２３ｂ＋Ｌ’２２ｂ／２、ここで
Ｌ２１ｒ、Ｌ２１ｇ、Ｌ２１ｂ、Ｌ２２ｒ、Ｌ２２ｇ、およびＬ２２ｂは、ターゲットピ
クセルグループ内のサブピクセルＲ２１、Ｇ２１、Ｂ２１、Ｒ２２、Ｇ２２、およびＢ２
２の輝度値を指し、Ｌ’２１ｒ、Ｌ’２１ｇ、Ｌ’２１ｂ、Ｌ’２２ｒ、Ｌ’２２ｇ、Ｌ
’２２ｂ、Ｌ’２３ｒ、Ｌ’２３ｇ、およびＬ’２３ｂは、参照ピクセルグループ内のサ
ブピクセルＲ２１’、Ｇ２１’、Ｂ２１’、Ｒ２２’、Ｇ２２’、Ｂ２２’、Ｒ２３’、
Ｇ２３’、およびＢ２３’の輝度値を指す。
【００７２】
　前述の式の各々は、輝度の計算であり、輝度値Ｌｕｍおよびグレースケール値Ｇｒａｙ
は、次の関係を有する。
Ｌｕｍ＝（Ｇｒａｙ／２５５）２．２

【００７３】
　計算時間を節約するために、グレースケール値は、テーブルルックアップ方式で取得さ
れてよい。
【００７４】
　Ｎ＝２の場合、Ｙ１＝４／３Ｘ１である。行方向の２Ｍ個のピクセルで、リアルピクセ
ル構造内の３Ｍ個のピクセルの表示効果を実現可能にするために、代替として、別の駆動
方法が使用されてよい。
【００７５】
　すなわち、ある方向のピクセル構造内のピクセルが、リアルピクセル構造内のピクセル
の３／２倍と同等になるように構成された場合、次の方法によって、ピクセルの借用を実
施できる。
　ピクセル構造内の第ｍの行および第ｉの列にある第３のサブピクセルが、リアルピクセ
ル構造内の第ｍの行および第（（３＊ｉ－１）／２）の列にある第３のサブピクセルおよ
び第ｍの行および第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある第３のサブピクセルの輝度を引き
受け、ピクセル構造内の第ｍの行および第ｊの列にある第２のサブピクセルが、リアルピ
クセル構造内の第ｍの行および第（３＊ｊ／２－１）の列にある第２のサブピクセルおよ
び第ｍの行および第（３＊ｊ／２）の列にある第２のサブピクセルの輝度を引き受け、ピ
クセル構造内の第ｍの行および第ｊの列にある第１のサブピクセルが、リアルピクセル構
造内の第ｍの行および第（３＊ｊ／２－１）の列にある第１のサブピクセルおよび第ｍの
行および第（３＊ｊ／２）の列にある第１のサブピクセルの輝度を引き受け、ピクセル構
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造内の第ｎの行および第ｉの列にある第１のサブピクセルが、リアルピクセル構造内の第
ｎの行および第（（３＊ｉ－１）／２）の列にある第１のサブピクセルおよび第ｎの行お
よび第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある第１のサブピクセルの輝度を引き受け、ピクセ
ル構造内の第ｎの行および第ｉの列にある第２のサブピクセルが、リアルピクセル構造内
の第ｎの行および第（（３＊ｉ－１）／２）の列にある第２のサブピクセルおよび第ｎの
行および第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある第２のサブピクセルの輝度を引き受け、ピ
クセル構造内の第ｎの行および第ｊの列にある第３のサブピクセルが、リアルピクセル構
造内の第ｎの行および第（３＊ｊ／２－１）の列にある第３のサブピクセルおよび第ｎの
行および第（３＊ｊ／２）の列にある第３のサブピクセルの輝度を引き受け、ここで、ｍ
およびｉは奇数、ｎおよびｊは偶数である。
【００７６】
　次に、図１９を参照して駆動方法について詳細に説明する。
【００７７】
　（１）奇数番号が付けられた行内
　データ線（ソース線）の並びに従って、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｒ、Ｇ、Ｂ…のサブピクセルが連
続して配置され、Ｒ、Ｇ、およびＢがピクセルを構成し、サブピクセルの借用を介して２
つのピクセルを使用することによって、３つのピクセルの表現が実施される。すなわち、
２つのターゲットピクセルＰ１１およびＰ１２は、３つの参照ピクセルＰ１１’、Ｐ１２
’、およびＰ１３’と同等である。
【００７８】
　図１９に示されたそれらのピクセルを参照すると、具体的な輝度割り当て方法は次のよ
うになる。
【００７９】
　ターゲットピクセルＰ１１内で、赤色サブピクセルＲ１１が参照ピクセルＰ１１’内の
赤色サブピクセルＲ１１’の輝度を引き受け、緑色サブピクセルＧ１１が参照ピクセルＰ
１１’内の緑色サブピクセルＧ１１’の輝度を引き受け、青色サブピクセルＢ１１が参照
ピクセルＰ１１’内の青色サブピクセルＢ１１’の輝度および参照ピクセルＰ１２’内の
青色サブピクセルＢ１２’の輝度を引き受ける。
【００８０】
　ターゲットピクセルＰ１２内で、赤色サブピクセルＲ１２が参照ピクセルＰ１２’内の
赤色サブピクセルＲ１２’および参照ピクセルＰ１３’内の赤色サブピクセルＲ１３’の
輝度を引き受け、緑色サブピクセルＧ１２が参照ピクセルＰ１２’内の緑色サブピクセル
Ｇ１２’および参照ピクセルＰ１３’内の緑色サブピクセルＧ１３’の輝度を引き受け、
青色サブピクセルＢ１２が参照ピクセルＰ１３’内の青色サブピクセルＢ１３’の輝度を
引き受ける。
【００８１】
　奇数番号が付けられた行内で、ターゲットピクセル内のサブピクセルが、参照ピクセル
内の２つの対応するサブピクセルの輝度を引き受ける場合、２つのサブピクセルの輝度分
配係数をさらに考慮する必要がある。参照ピクセル内で、１つのサブピクセルの輝度がＬ
１、別のサブピクセルの輝度がＬ２であると仮定すると、ターゲットピクセル内のサブピ
クセルの輝度値Ｌｕｍ’は、次のようになってよい。
Ｌｕｍ’＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２／（Ｌ１＋Ｌ２）
　具体的には、例えば、奇数番号が付けられた行内の借用関係を有するサブピクセルの処
理方法は、次のようになる。
青色サブピクセルの場合、
Ｌ１＝ＬｕｍＢ（ｍ，　（３＊ｉ－１）／２）、かつ
Ｌ２＝ＬｕｍＢ（ｍ，　（３＊ｉ＋１）／２）であり、
Ｌ１およびＬ２の各々が０に等しい場合、ＬｕｍＢ（ｍ，　ｉ）’＝０であり、
Ｌ１またはＬ２が０に等しくない場合、ＬｕｍＢ（ｍ，　ｉ）’＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋
Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２／（Ｌ１＋Ｌ２）である。
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赤色サブピクセルの場合、
Ｌ１＝ＬｕｍＲ（ｍ，　（３＊ｊ／２－１））、かつ
Ｌ２＝ＬｕｍＲ（ｍ，　（３＊ｊ／２））であり、
Ｌ１およびＬ２の各々が０に等しい場合、ＬｕｍＲ（ｍ，　ｊ）’＝０であり、
Ｌ１またはＬ２が０に等しくない場合、ＬｕｍＲ（ｍ，　ｊ）’＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋
Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２（Ｌ１＋Ｌ２）である。
緑色サブピクセルの場合、
Ｌ１＝ＬｕｍＧ（ｍ，　（３＊ｊ／２－１））、かつ
Ｌ２＝ＬｕｍＧ（ｍ，　（３＊ｊ／２））であり、
Ｌ１およびＬ２の各々が０に等しい場合、ＬｕｍＧ（ｍ，　ｊ）’＝０であり、
Ｌ１またはＬ２が０に等しくない場合、ＬｕｍＧ（ｍ，　ｊ）’＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋
Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２（Ｌ１＋Ｌ２）である。
【００８２】
　ｍは行番号を表し、ｉおよびｊは列番号を表し、ｍおよびｉは奇数であり、ｊは偶数で
あり、Ｌ１およびＬ２は、参照ピクセル内の輝度値である。具体的には、ＬｕｍＢ（ｍ，
　（３＊ｉ－１）／２）は、参照ピクセル内の第ｍの行および第（（３＊ｉ－１）／２）
の列にある青色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＢ（ｍ，　（３＊ｉ＋１）／２）は
、参照ピクセル内の第ｍの行および第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある青色サブピクセ
ルの輝度値である。ＬｕｍＲ（ｍ，　（３＊ｊ／２－１））は、参照ピクセル内の第ｍの
行および第（３＊ｊ／２－１）の列にある赤色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＲ（
ｍ，　３＊ｊ／２）は、参照ピクセル内の第ｍの行および第（３＊ｊ／２）の列にある赤
色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＧ（ｍ，　（３＊ｊ／２－１））は、参照ピクセ
ル内の第ｍの行および第（３＊ｊ／２－１）の列にある緑色サブピクセルの輝度値である
。ＬｕｍＧ（ｍ，　（３＊ｊ／２））は、参照ピクセル内の第ｍの行および第（３＊ｊ／
２）の列にある緑色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＢ（ｍ，　ｉ）’は、ターゲッ
トピクセル内の第ｍの行および第ｉの列にある青色サブピクセルの輝度値である。Ｌｕｍ

Ｒ（ｍ，　ｉ）’は、ターゲットピクセル内の第ｍの行および第ｉの列にある赤色サブピ
クセルの輝度値である。ＬｕｍＧ（ｍ，　ｉ）’は、ターゲットピクセル内の第ｍの行お
よび第ｉの列にある緑色サブピクセルの輝度値である。
【００８３】
　（２）偶数番号が付けられた行内
　図１９に示されているように、データ線（ソース線）の並びに従って、Ｂ、Ｒ、Ｇ、Ｂ
、Ｒ、Ｇ、…のサブピクセルが連続して配置され、Ｂ、Ｒ、およびＧがピクセルを構成し
、サブピクセルの借用を介して２つのピクセルを使用することによって、３つのピクセル
の表現が実施される。すなわち、２つのターゲットピクセルＰ２１およびＰ２２は、３つ
の参照ピクセルＰ２１’、Ｐ２２’、およびＰ２３’と同等である。
【００８４】
　偶数番号が付けられた行の場合、各ピクセルユニット内のピクセル内で、第１のサブピ
クセルが、２つの隣接する参照ピクセル内の第１のサブピクセルの輝度を引き受け、第２
のサブピクセルが、２つの隣接する参照ピクセル内の第２のサブピクセルの輝度を引き受
け、第３のサブピクセルが、１つの参照ピクセル内の第３のサブピクセルの輝度を引き受
ける。別のピクセル内で、第１のサブピクセルおよび第２のサブピクセルが、参照ピクセ
ル内の第１のサブピクセルおよび第２のサブピクセルの輝度を引き受け、第３のサブピク
セルが、２つの隣接する参照ピクセル内の第３のサブピクセルの輝度を引き受ける。
【００８５】
　具体的な割り当て方法は、次の通りである。
【００８６】
　ターゲットピクセルＰ２１内で、青色サブピクセルＢ２１が参照ピクセルＰ２１’内の
青色サブピクセルＢ２１’の輝度を引き受け、赤色サブピクセルＲ２１が参照ピクセルＰ
２１’内の赤色サブピクセルＲ２１’および参照ピクセルＰ２２’内の赤色サブピクセル
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Ｒ２２’の輝度を引き受け、緑色サブピクセルＧ２１が参照ピクセルＰ２１’内の緑色サ
ブピクセルＧ２１’の輝度および参照ピクセルＰ２２’内の緑色サブピクセルＧ２２’の
輝度を引き受ける。
【００８７】
　ターゲットピクセルＰ２２内で、青色サブピクセルＢ２２が参照ピクセルＰ２２’内の
青色サブピクセルＢ２２’および参照ピクセルＰ２３’内の青色サブピクセルＢ２３’の
輝度を引き受け、赤色サブピクセルＲ２２が参照ピクセルＰ２３’内の赤色サブピクセル
Ｒ２３’の輝度を引き受け、緑色サブピクセルＧ２２が参照ピクセルＰ２３’内の緑色サ
ブピクセルＧ２３’の輝度を引き受ける。
【００８８】
　偶数番号が付けられた行内で、ターゲットピクセル内のサブピクセルが、参照ピクセル
内の２つの対応するサブピクセルの輝度を引き受ける場合、２つのサブピクセルの輝度分
配係数をさらに考慮する必要がある。参照ピクセル内で、１つのサブピクセルの輝度がＬ
１、別のサブピクセルの輝度がＬ２であると仮定すると、ターゲットピクセルの輝度値Ｌ

ｕｍ’は、次のようになってよい。
Ｌｕｍ’＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２／（Ｌ１＋Ｌ２）
【００８９】
　具体的には、例えば、偶数番号が付けられた行内の借用関係を有するサブピクセルの処
理方法は、次のようになる。
【００９０】
　赤色サブピクセルの場合、
Ｌ１＝ＬｕｍＲ（ｎ，　（３＊ｉ－１）／２）、かつ
Ｌ２＝ＬｕｍＲ（ｎ，　（３＊ｉ＋１）／２）であり、
Ｌ１およびＬ２の各々が０に等しい場合、ＬｕｍＲ（ｎ，　ｉ）’＝０であり、
Ｌ１またはＬ２が０に等しくない場合、ＬｕｍＲ（ｎ，　ｉ）’＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋
Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２（Ｌ１＋Ｌ２）である。
緑色サブピクセルの場合、
Ｌ１＝ＬｕｍＧ（ｎ，　（３＊ｉ－１）／２）、かつ
Ｌ２＝ＬｕｍＧ（ｎ，　（３＊ｉ＋１）／２）であり、
Ｌ１およびＬ２の各々が０に等しい場合、ＬｕｍＧ（ｎ，　ｉ）’＝０であり、
Ｌ１またはＬ２が０に等しくない場合、ＬｕｍＧ（ｎ，　ｉ）’＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋
Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２（Ｌ１＋Ｌ２）である。
青色サブピクセルの場合、
Ｌ１＝ＬｕｍＢ（ｎ，　（３＊ｊ／２－１））、かつ
Ｌ２＝ＬｕｍＢ（ｎ，　３＊ｊ／２）であり、
Ｌ１およびＬ２の各々が０に等しい場合、ＬｕｍＢ（ｎ，　ｊ）’＝０であり、
Ｌ１またはＬ２が０に等しくない場合、ＬｕｍＢ（ｎ，　ｊ）’＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋
Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２（Ｌ１＋Ｌ２）である。
【００９１】
　ｎは行番号を表し、ｉおよびｊは列番号を表し、ｎは偶数であり、ｉは奇数であり、ｊ
は偶数であり、Ｌ１およびＬ２は、参照ピクセル内の輝度値を表す。具体的には、Ｌｕｍ

Ｒ（ｎ，　（３＊ｉ－１）／２）は、参照ピクセル内の第ｎの行および第（（３＊ｉ－１
）／２）の列にある赤色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＲ（ｎ，　（３＊ｉ＋１）
／２）は、参照ピクセル内の第ｎの行および第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある赤色サ
ブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＧ（ｎ，　（３＊ｉ－１）／２）は、参照ピクセル内
の第ｎの行および第（（３＊ｉ－１）／２）の列にある緑色サブピクセルの輝度値である
。ＬｕｍＧ（ｎ，　（３＊ｉ＋１）／２）は、参照ピクセル内の第ｎの行および第（（３
＊ｉ＋１）／２）の列にある緑色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＢ（ｎ，　（３＊
ｊ／２－１））は、参照ピクセル内の第ｎの行および第（３＊ｊ／２－１）の列にある青
色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＢ（ｎ，　３＊ｊ／２）は、参照ピクセル内の第
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ｎの行および第（３＊ｊ／２）の列にある青色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＲ（
ｎ，　ｉ）’は、ターゲットピクセル内の第ｎおよび第ｉの列にある赤色サブピクセルの
輝度値を表す。ＬｕｍＧ（ｎ，　ｉ）’は、ターゲットピクセル内の第ｎおよび第ｉの列
にある緑色サブピクセルの輝度値を表す。ＬｕｍＢ（ｎ，　ｊ）’は、ターゲットピクセ
ル内の第ｎおよび第ｊの列にある青色サブピクセルの輝度値を表す。
【００９２】
　もちろん、ターゲットピクセル内のサブピクセルが、参照ピクセル内の２つの対応する
サブピクセルの輝度を引き受ける場合、それらの２つのサブピクセルの輝度の最大値また
は平均値が、代替として直接表示に使用されてよく、次の方法がさらに表示に使用されて
よい。
Ｌｕｍ＝Ｌ１＊ｘ＋Ｌ２＊ｙ、ここでｘ＋ｙ＝１である。
例えば、ｘ＝０．３およびｙ＝０．７である。
【００９３】
　このピクセル構造の場合、この実施形態は、各ピクセルユニットが、Ｙ方向に２つのピ
クセルを含み、Ｘ方向に１つのピクセルを含む、別のピクセル構造の駆動方法をさらに提
供する。加えて、行方向のＭ個のピクセルが、リアルピクセル構造内の２Ｍ個のピクセル
の表示効果を実現するように作成される。すなわち、Ｘ方向のピクセルの数が、１／２に
圧縮される。
【００９４】
　この場合、Ｎ＝１であるとき、Ｘ方向およびＹ方向のピッチは、次の関係を有する。
Ｙ１／２＝Ｘ１／２
すなわち、Ｙ１＝Ｘ１である。
【００９５】
　このようにして、仮想解像度を増やすために、１つの方向のピクセル構造内のピクセル
が、リアルピクセル構造内のピクセルの２倍と同等になるように作成される。
【００９６】
　サブピクセル間の借用関係は、次のようになる。
　ｉ＝１であるとき、ピクセル構造内の第ｍの行および第ｉの列にある第２のサブピクセ
ルが、リアルピクセル構造内の第ｍの行および第ｉの列にある第２のサブピクセルの輝度
を引き受け、２≦ｉ≦Ｗ／２である場合、ピクセル構造内の第ｍの行および第ｉの列にあ
る第２のサブピクセルが、リアルピクセル構造内の第ｍの行および第（２ｉ－２）の列に
ある第２のサブピクセルおよび第ｍの行および第（２ｉ－１）の列にある第２のサブピク
セルの輝度を引き受け、ｉ＝１であるとき、ピクセル構造内の第ｍの行および第ｉの列に
ある第１のサブピクセルが、リアルピクセル構造内の第ｍの行および第ｉの列にある第１
のサブピクセルの輝度を引き受け、２≦ｉ≦Ｗ／２である場合、ピクセル構造内の第ｍの
行および第ｉの列にある第１のサブピクセルが、リアルピクセル構造内の第ｍの行および
第（２ｉ－２）の列にある第１のサブピクセルおよび第ｍの行および第（２ｉ－１）の列
にある第１のサブピクセルの輝度を引き受け、１≦ｉ≦Ｗ／２である場合、ピクセル構造
内の第ｍの行および第ｉの列にある第３のサブピクセルが、リアルピクセル構造内の第ｍ
の行および第（２ｉ－１）の列にある第３のサブピクセルおよび第ｍの行および第（２ｉ
）の列にある第３のサブピクセルの輝度を引き受け、ｉ＝１であるとき、ピクセル構造内
の第ｎの行および第ｉの列にある第３のサブピクセルが、リアルピクセル構造内の第ｎの
行および第ｉの列にある第３のサブピクセルの輝度を引き受け、２≦ｉ≦Ｗ／２である場
合、ピクセル構造内の第ｎの行および第ｉの列にある第３のサブピクセルが、リアルピク
セル構造内の第ｎの行および第（２ｉ－２）の列にある第３のサブピクセルおよび第ｎの
行および第（２ｉ－１）の列にある第３のサブピクセルの輝度を引き受け、１≦ｉ≦Ｗ／
２である場合、ピクセル構造内の第ｎの行および第ｉの列にある第２のサブピクセルが、
リアルピクセル構造内の第ｎの行および第（２ｉ－１）の列にある第２のサブピクセルお
よび第ｎの行および第（２ｉ）の列にある第２のサブピクセルの輝度を引き受け、１≦ｉ
≦Ｗ／２である場合、ピクセル構造内の第ｎの行および第ｉの列にある第１のサブピクセ
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ルが、リアルピクセル構造内の第ｎの行および第（２ｉ－１）の列にある第１のサブピク
セルおよび第ｎの行および第（２ｉ）の列にある第１のサブピクセルの輝度を引き受け、
ここで、ｍおよびｉは奇数、ｎは偶数、Ｉ＝Ｗ／２であり、リアルピクセル構造には合計
でＷ列×Ｈ行個のピクセルが存在し、このピクセル構造には合計でＩ列×Ｈ行個のピクセ
ルが存在する。
【００９７】
　次に、図２０を参照して駆動方法について詳細に説明する。
【００９８】
　（１）奇数番号が付けられた行内
　図２０に示されているように、データ線（ソース線）の並びに従って、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｒ
、Ｇ、Ｂ…のサブピクセルが連続して配置され、Ｒ、Ｇ、およびＢがピクセルを構成し、
サブピクセルの借用を介して１つのピクセルを使用することによって、２つのピクセルの
表現が実施される。
【００９９】
　具体的な割り当て方法は、次の通りである。
【０１００】
　ターゲットピクセルＰ１１内で、赤色サブピクセルＲ１１が参照ピクセルＰ１１’内の
赤色サブピクセルＲ１１’の輝度を引き受け、緑色サブピクセルＧ１１が参照ピクセルＰ
１１’内の緑色サブピクセルＧ１１’の輝度を引き受け、青色サブピクセルＢ１１が参照
ピクセルＰ１１’内の青色サブピクセルＢ１１’および参照ピクセルＰ１２’内の青色サ
ブピクセルＢ１２’の輝度を引き受ける。
【０１０１】
　ターゲットピクセルＰ１２内で、赤色サブピクセルＲ１２が参照ピクセルＰ１２’内の
赤色サブピクセルＲ１２’および参照ピクセルＰ１３’内の赤色サブピクセルＲ１３’の
輝度を引き受け、緑色サブピクセルＧ１２が参照ピクセルＰ１２’内の緑色サブピクセル
Ｇ１２’および参照ピクセルＰ１３’内の緑色サブピクセルＧ１３’の輝度を引き受け、
青色サブピクセルＢ１２が参照ピクセルＰ１３’内の青色サブピクセルＢ１３’および参
照ピクセルＰ１４’内の青色サブピクセルＢ１４’の輝度を引き受ける。
【０１０２】
　奇数番号が付けられた行内のサブピクセルの借用は、類推によって完成される。
【０１０３】
　奇数番号が付けられた行内で、ターゲットピクセル内のサブピクセルが、参照ピクセル
内の２つの対応するサブピクセルの輝度を引き受ける場合、２つのサブピクセルの輝度分
配係数をさらに考慮する必要がある。１つの方法は、奇数番号が付けられた行内の借用関
係を有するサブピクセルの処理方法が、引き受けられる２つのサブピクセルの輝度値の平
均値を取得することであり、具体的には次のようになる。
【数１】
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ここで、ｍは行番号を表し、ｉは列番号を表し、ｍは奇数である。データの入力解像度は
Ｗ×Ｈ（例えば、１２８０＊６４０）である。ＬＲ（ｍ，　ｉ）は、ターゲットピクセル
内の第ｍの行および第ｉの列にある赤色サブピクセルの輝度値である。ＬＧ（ｍ，　ｉ）
は、ターゲットピクセル内の第ｍの行および第ｉの列にある緑色サブピクセルの輝度値で
ある。ＬＢ（ｍ，　ｉ）は、ターゲットピクセル内の第ｍの行および第ｉの列にある青色
サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＲ（ｍ，　ｉ）は、参照ピクセル内の第ｍの行およ
び第ｉの列にある赤色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＧ（ｍ，　ｉ）は、参照ピク
セル内の第ｍの行および第ｉの列にある緑色サブピクセルの輝度値である。ＬｕｍＢ（ｍ
，　ｉ）は、参照ピクセル内の第ｍの行および第ｉの列にある青色サブピクセルの輝度値
である。
【０１０４】
　（２）偶数番号が付けられた行内
　図２０に示されているように、データ線（ソース線）の並びに従って、Ｂ、Ｒ、Ｇ、Ｂ
、Ｒ、Ｇ、…のサブピクセルが連続して配置され、Ｒ、Ｇ、およびＢがピクセルを構成し
、サブピクセルの借用を介して１つのピクセルを使用することによって、２つのピクセル
の表現が実施される。
【０１０５】
　具体的な割り当て方法は、次の通りである。
【０１０６】
　ターゲットピクセルＰ２１内で、青色サブピクセルＢ２１が参照ピクセルＰ２１’内の
青色サブピクセルＢ２１’の輝度を引き受け、赤色サブピクセルＲ２１が参照ピクセルＰ
２１’内の赤色サブピクセルＲ２１’および参照ピクセルＰ２２’内の赤色サブピクセル
Ｒ２２’の輝度を引き受け、緑色サブピクセルＧ２１が参照ピクセルＰ２１’内の緑色サ
ブピクセルＧ２１’の輝度および参照ピクセルＰ２２’内の緑色サブピクセルＧ２２’の
輝度を引き受ける。
【０１０７】
　ターゲットピクセルＰ２２内で、青色サブピクセルＢ２２が参照ピクセルＰ２２’内の
青色サブピクセルＢ２２’および参照ピクセルＰ２３’内の青色サブピクセルＢ２３’の
輝度を引き受け、赤色サブピクセルＲ２２が参照ピクセルＰ２３’内の赤色サブピクセル
Ｒ２３’および参照ピクセルＰ２４’内の赤色サブピクセルＲ２４’の輝度を引き受け、
緑色サブピクセルＧ２２が参照ピクセルＰ２３’内の緑色サブピクセルＧ２３’および参
照ピクセルＰ２４’内の緑色サブピクセルＧ２４’の輝度を引き受ける。
【０１０８】
　偶数番号が付けられた行内のサブピクセルの借用は、類推によって完成される。
【０１０９】
　同様に、偶数番号が付けられた行内で、ターゲットピクセル内のサブピクセルが、参照
ピクセル内の２つの対応するサブピクセルの輝度を引き受ける場合、２つのサブピクセル
の輝度分配係数をさらに考慮する必要がある。１つの方法は、奇数番号が付けられた行内
の借用関係を有するサブピクセルの処理方法が、引き受けられる２つのサブピクセルの輝
度値の平均値を取得することであり、具体的には次のようになる。
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【数２】

ここで、ｎは行番号を表し、ｉは列番号を表し、ｎは奇数である。データの入力解像度は
Ｗ×Ｈ（例えば、１２８０＊６４０）であり、ＬＢ（ｎ，　ｉ）は、ターゲットピクセル
内の第ｎの行および第ｉの列にある青色サブピクセルの輝度値である。ＬＲ（ｎ，　ｉ）
は、ターゲットピクセル内の第ｎの行および第ｉの列にある赤色サブピクセルの輝度値で
あり、ＬＧ（ｎ，　ｉ）は、ターゲットピクセル内の第ｎの行および第ｉの列にある緑色
サブピクセルの輝度値である。
【０１１０】
　Ｎ＝１、Ｙ１＝Ｘ１である場合、行方向のＭ個のピクセルで、リアルピクセル構造内の
２Ｍ個のピクセルの表示効果を実現可能にするために、代替として、別の駆動方法が使用
されてよい。図２１に示されたそれらのピクセルを参照すると、次の２つの駆動方法が使
用されてよい。
【０１１１】
　（１）ピクセル構造内のピクセルが、リアルピクセル構造内のサブピクセルの半分の輝
度のみを引き受け、サブピクセルの他の半分が省略されて、表示されない。例えば、図２
１（ａ）の破線のボックス付きのサブピクセルが省略されて、表示されない。すなわち、
参照ピクセルＰ１１’内の青色サブピクセルＢ１１’、参照ピクセルＰ２１’内の赤色サ
ブピクセルＲ２１’および緑色サブピクセルＧ２１’、参照ピクセルＰ１２’内の赤色サ
ブピクセルＲ１２’および緑色サブピクセルＧ１２’、参照ピクセルＰ２２’内の青色サ
ブピクセルＢ２２’、参照ピクセルＰ１３’内の青色サブピクセルＢ１３’、参照ピクセ
ルＰ２３’内の赤色サブピクセルＲ２３’および緑色サブピクセルＧ２３’、参照ピクセ
ルＰ１４’内の赤色サブピクセルＲ１４’および緑色サブピクセルＧ１４’、ならびに参
照ピクセルＰ２４’内の青色サブピクセルＢ２４’が省略されて、表示されない。それに
応じて、１つのピクセルで、２つの参照ピクセルの表示効果を実現できる。
【０１１２】
　（２）図２１（ａ）の破線のボックス付きのサブピクセルが、第１の比率の輝度を使用
して表示され、破線のボックスが付いていないサブピクセルが、第２の比率の輝度を使用
して表示され、第２の比率および第１の比率は等しくない。例えば、第１の比率３０％、
第２の比率が７０％であるなど、第２の比率が第１の比率より大きい。このようにして、
横方向の隣接する列の輝度差を保証することができ、単一点の表示が過剰に変形されない
。もちろん、代替として、第１の比率および第２の比率が等しくてよく、すなわち、代替
として、輝度の表示の比率が半分に分割されてよい。このようにして、隣接する２つの列
の同じ輝度は、表示の詳細のぼやけにつながりやすいことがある。もちろん、それでも、
高ＰＰＩの表示が実行された場合は、良好な表示効果を得ることができる。
【０１１３】
　図２２に示されているように、ＯＬＥＤディスプレイ画面では、参照ピクセル内の各サ
ブピクセルの輝度値（すなわち、元の画像データ）が、駆動ＩＣを使用して計算されてよ
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く、処理された画像データが、前述の方法を使用して取得され、その結果、ターゲットピ
クセル内のサブピクセルが、処理後の参照ピクセルグループ内の対応する色を有するサブ
ピクセルの輝度値を使用して表示を実行するように制御され、さらに、リアルピクセル構
造内のＭ＊（Ｎ＋１）／Ｎ個のピクセルの表示効果が、Ｍ個のピクセルによって実現され
る。
【０１１４】
　前述の説明は、２つのピクセルサブユニットが、第２の方向（列方向）に沿って隣接し
て配置された２つのピクセルを構成し（各ピクセルが、異なる色を有する第１のサブピク
セル、第２のサブピクセル、および第３のサブピクセルを含んでおり、これら３つのサブ
ピクセルの中心間の仮想接続線が、三角形を構成する）、第１の方向（行方向）のＭ個の
ピクセルが、リアルピクセル構造内のＭ＊Ｎ（Ｎ＋１）個のピクセルの表示効果を実現す
る例を使用して、提供された。しかし、代替として、２つのピクセルサブユニットが、第
１の方向（行方向）に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成してよく、第２の
方向（列方向）の１つのピクセルが、リアルピクセル構造内の（Ｎ＋１）／Ｎ個のピクセ
ルの表示効果を実現するということが、理解されるべきである。例えば、図２３および図
２４に示されているように、Ｘ１＝Ｙ１、すなわち、Ｎ＝１である。すなわち、列方向の
Ｍ個のピクセルが、リアルピクセル構造内のＭ＊（Ｎ＋１）／Ｎ個のピクセルの表示効果
を実現する。別の例を挙げると、図２５および図２６に示されているように、Ｘ１＝４／
３Ｙ１、すなわち、Ｎ＝２である。すなわち、列方向の２つのピクセルが、リアルピクセ
ル構造内の３つのピクセルの表示効果を実現する。列方向のピクセルが圧縮されるときに
実行される駆動方法の原理は、行方向のピクセルが圧縮されるときに実行される駆動方法
の原理と同様である。当業者は、前述の説明と組み合わせて駆動を実行する方法を知るこ
とができるため、その詳細は、本明細書では説明されない。
【０１１５】
　以上から分かるように、前述したどの駆動方法の場合も、ピクセル構造内のピクセル内
の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、または第３のサブピクセルが、リアルピク
セル構造内の対応する色を有する２つのサブピクセルの輝度を引き受ける必要がある場合
、借用を実施するために、次の方法のうちのいずれか１つが使用されてよい。
【０１１６】
　（１）リアルピクセル構造内の対応する色を有する２つのサブピクセルの輝度の最大値
または平均値が、表示のために選択される。
【０１１７】
　（２）Ｌｕｍ＝Ｌ１＊Ｌ１／（Ｌ１＋Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２／（Ｌ１＋Ｌ２）、ここで
　Ｌｕｍは、第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、または第３のサブピクセルの輝
度値であり、Ｌ１およびＬ２は、リアルピクセル構造内の対応する色を有する２つのサブ
ピクセルの輝度値である。
【０１１８】
　（３）Ｌｕｍ＝Ｌ１＊ｘ＋Ｌ２＊ｙおよびｘ＋ｙ＝１、ここで
　Ｌｕｍは、第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、または第３のサブピクセルの輝
度値であり、Ｌ１およびＬ２は、リアルピクセル構造内の対応する色を有する２つのサブ
ピクセルの輝度値である。
【０１１９】
　結論として、本開示は、前述したピクセル構造に基づいて、ピクセル構造に合うピクセ
ル駆動方法を提供する。従来のリアルピクセル構造が圧縮され、ある方向のピクセル構造
内のＭ個のピクセルが、リアルピクセル構造内のＭ＊（Ｎ＋１）／Ｎ個のピクセルと同等
になるように構成され、それによって、仮想解像度が増加する。このピクセル駆動方法は
、特に高ＰＰＩの（ＰＰＩが３００より高い）ピクセル構造に適用可能であり、表示画面
のＰＰＩが高いほど、ピクセル構造およびその駆動方法のより良い効果を示すということ
が、実験によって示されている。
【０１２０】
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　この実施形態は、同じ発明の概念に基づいて、本開示の実施形態によって提供されるピ
クセル構造を含む、ＯＬＥＤディスプレイデバイスをさらに提供する。このディスプレイ
デバイスは、携帯電話、タブレットコンピュータ、テレビ、ディスプレイ、ノートブック
コンピュータ、デジタルフォトフレーム、またはナビゲータなどの、表示機能を有する任
意の製品またはコンポーネントであってよい。ディスプレイデバイスの他の必須の構成要
素の各々が、当業者によって含められるということが理解されるべきであり、その詳細は
本明細書では説明されず、このことは、本開示に対する制限と見なされるべきではない。
ディスプレイデバイスの実装に関しては、前述の有機電界発光ディスプレイデバイスの実
施形態を参照することができ、本明細書では繰り返さない。ピクセル構造内の各ピクセル
行は、１本のゲート線に接続されてよく、各ピクセル列は、１本のデータ線に接続されて
よい。奇数番号が付けられた行および偶数番号が付けられた行内の同じ色を有するサブピ
クセルの発光領域は、ピクセル構造内で互い違いになるように配置され、したがってデー
タ線およびゲート線はそれぞれ、屈曲した形状を備えてよい。
【０１２１】
　前述の実施形態では、本開示におけるピクセル構造およびその駆動方法について詳細に
説明した。しかし、前述の説明が、本開示の好ましい実施形態の説明にすぎず、本開示の
範囲に対する制限を構成しないということが、理解されるべきである。前述の開示された
対象に基づいて当業者によって行われるどの変更または修正も、本特許請求の保護の範囲
に含まれるべきである。加えて、本明細書の実施形態は、漸進的な方法で説明されており
、各実施形態は、他の実施形態との差異に重点を置いている。実施形態間で同じ部分また
は類似する部分は、相互に参照されることがある。

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２】
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【図２５】

【図２６】

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月18日(2019.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行列の形態で配置された複数のピクセルユニットを含んでいるピクセル構造であって、
前記ピクセルユニットの各々が、第１の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセル
サブユニットを含んでおり、前記ピクセルサブユニットの各々が、異なる色を有する３つ
のサブピクセルを含んでおり、前記ピクセルユニットの各々において、前記ピクセルサブ
ユニットのうちの１つが、第２の方向に沿って連続して配置された第１のサブピクセル、
第２のサブピクセル、および第３のサブピクセル、または第２のサブピクセル、第１のサ
ブピクセル、および第３のサブピクセルを含んでおり、前記ピクセルサブユニットのうち
の他の１つが、前記第２の方向に沿って連続して配置された第３のサブピクセル、第１の
サブピクセル、および第２のサブピクセル、または第３のサブピクセル、第２のサブピク
セル、および第１のサブピクセルを含んでおり、
　前記２つのピクセルサブユニットが、前記第２の方向に沿って隣接して配置された２つ
のピクセルを構成し、前記第２の方向の同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の
距離が、前記第１の方向の前記同じ色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離の２
倍または２Ｎ／（Ｎ＋１）倍であるか、または前記２つのピクセルサブユニットが、前記
第１の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成し、前記第１の方向の同じ
色を有するすべてのサブピクセルの中心間の距離が、前記第２の方向の前記同じ色を有す
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るすべてのサブピクセルの中心間の距離の２Ｎ／（Ｎ＋１）倍であり、Ｎが１以上の整数
であることを特徴とするピクセル構造。
【請求項２】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記２つのピクセルサブユニットが、前記第
２の方向に沿って隣接して配置された２つのピクセルを構成し、前記第２の方向の前記同
じ色を有するすべてのサブピクセルの前記中心間の前記距離が、前記第１の方向の前記同
じ色を有するすべてのサブピクセルの前記中心間の前記距離の１倍または４／３倍である
こと、又は、前記２つのピクセルサブユニットが、前記第１の方向に沿って隣接して配置
された２つのピクセルを構成し、前記第１の方向の前記同じ色を有するすべてのサブピク
セルの前記中心間の前記距離が、前記第２の方向の前記同じ色を有するすべてのサブピク
セルの前記中心間の前記距離の１倍または４／３倍であることを特徴とするピクセル構造
。
【請求項３】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記ピクセルユニット内で、前記第１の方向
に沿って１８０度反転された後のピクセルのうちの１つの配置構造が、前記ピクセルのう
ちの他の１つの配置構造と同じであることを特徴とするピクセル構造。
【請求項４】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、単一のピクセル内で、前記第２の方向に沿っ
た前記第１のサブピクセルおよび前記第２のサブピクセルの合計サイズが、前記第２の方
向に沿った前記第３のサブピクセルのサイズ以上であることを特徴とするピクセル構造。
【請求項５】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、同じ行または同じ列内のピクセル内の第１の
サブピクセルが直線上に配置され、前記同じ行または前記同じ列内の前記ピクセル内の第
２のサブピクセルが別の直線上に配置されること、又は、同じ行または同じ列内のピクセ
ル内の第１のサブピクセルおよび第２のサブピクセルが直線上で交互に配置されることを
特徴とするピクセル構造。
【請求項６】
　請求項１に記載のピクセル構造であって、前記第１のサブピクセルおよび前記第２のサ
ブピクセルが同じ形状を有していること、又は、前記第１のサブピクセル、前記第２のサ
ブピクセル、および前記第３のサブピクセルが、それぞれ、緑色サブピクセル、赤色サブ
ピクセル、および青色サブピクセルであり、単一のピクセル内で、前記青色サブピクセル
の面積が、前記赤色サブピクセルの面積および前記緑色サブピクセルの面積より大きいこ
とを特徴とするピクセル構造。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の前記ピクセル構造を備えていることを特徴とす
るＯＬＥＤディスプレイデバイス。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の前記ピクセル構造の駆動方法であって、Ｎの値
が２であり、前記駆動方法が、１つの方向の前記ピクセル構造内のピクセルがリアルピク
セル構造内のピクセルの３／２倍と同等になることと、前記ピクセル構造内のサブピクセ
ルと前記リアルピクセル構造内のサブピクセルの間の対応関係ならびに前記リアルピクセ
ル構造内の前記サブピクセルの輝度値を取得することと、前記リアルピクセル構造内の前
記サブピクセルの前記輝度値および前記対応関係に従って、前記ピクセル構造内の前記サ
ブピクセルの前記輝度値を決定することを含むことを特徴とする駆動方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
　前記リアルピクセル構造を、前記参照ピクセルグループの各々が、合計で６つの参照ピ
クセルの２つの行および３つの列を含んでおり、前記参照ピクセルの各々が、横に並んで
配置された、異なる色を有する、３つのサブピクセルを含んでいる、複数の参照ピクセル
グループに分割し、前記リアルピクセル構造内の前記サブピクセルの前記輝度値を得るこ
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とと、
　前記ピクセル構造を複数のターゲットピクセルグループに分割することであって、前記
ターゲットピクセルグループの各々が、合計で４つのターゲットピクセルの２つの行およ
び２つの列を含んでおり、前記ターゲットピクセルグループの各々が前記参照ピクセルグ
ループのうちの１つに対応する、前記分割することを含み、
　前記参照ピクセルグループ内の第２の列内の参照ピクセルの輝度が均等に分割され、第
１の行および第１の列にあるターゲットピクセルおよび前記第１の行および第２の列にあ
るターゲットピクセルが、第１の行および第１の列にある参照ピクセルおよび前記第１の
行および第３の列にある参照ピクセルの輝度、ならびに前記第１の行および前記第２の列
にある参照ピクセルの輝度の半分を引き受け、第２の行および前記第１の列にあるターゲ
ットピクセルおよび前記第２の行および前記第２の列にあるターゲットピクセルが、第２
の行および前記第１の列にある参照ピクセルおよび前記第２の行および前記第３の列にあ
る参照ピクセルの輝度、ならびに前記第２の行および前記第２の列にある参照ピクセルの
輝度の半分を引き受けること、
　又は、
　前記ピクセル構造内の第ｍの行および第ｉの列にある第３のサブピクセルが、前記リア
ルピクセル構造内の第ｍの行および第（（３＊ｉ－１）／２）の列にある第３のサブピク
セルおよび前記第ｍの行および第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある第３のサブピクセル
の輝度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の前記第ｍの行および第ｊの列にある第２のサブピクセルが、前記
リアルピクセル構造内の前記第ｍの行および第（３＊ｊ／２－１）の列にある第２のサブ
ピクセルおよび前記第ｍの行および第（３＊ｊ／２）の列にある第２のサブピクセルの輝
度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の前記第ｍの行および前記第ｊの列にある第１のサブピクセルが、
前記リアルピクセル構造内の前記第ｍの行および前記第（３＊ｊ／２－１）の列にある第
１のサブピクセルおよび前記第ｍの行および前記第（３＊ｊ／２）の列にある第１のサブ
ピクセルの輝度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の第ｎの行および前記第ｉの列にある第１のサブピクセルが、前記
リアルピクセル構造内の第ｎの行および前記第（（３＊ｉ－１）／２）の列にある第１の
サブピクセルおよび前記第ｎの行および前記第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にある第１の
サブピクセルの輝度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の前記第ｎの行および前記第ｉの列にある第２のサブピクセルが、
前記リアルピクセル構造内の前記第ｎの行および前記第（（３＊ｉ－１）／２）の列にあ
る第２のサブピクセルおよび前記第ｎの行および前記第（（３＊ｉ＋１）／２）の列にあ
る第２のサブピクセルの輝度を引き受け、
　前記ピクセル構造内の前記第ｎの行および前記第ｊの列にある第３のサブピクセルが、
前記リアルピクセル構造内の前記第ｎの行および前記第（３＊ｊ／２－１）の列にある第
３のサブピクセルおよび前記第ｎの行および前記第（３＊ｊ／２）の列にある第３のサブ
ピクセルの輝度を引き受け、
　ｍおよびｉが奇数、ｎおよびｊが偶数であることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の方法であって、前記ピクセル構造内の第１のサブピクセル、第２のサ
ブピクセル、または第３のサブピクセルが、前記リアルピクセル構造内の対応する色を有
する２つのサブピクセルの輝度を引き受ける必要がある場合、前記対応関係がＬｕｍ＝Ｌ
１＊Ｌ１／（Ｌ１＋Ｌ２）＋Ｌ２＊Ｌ２／（Ｌ１＋Ｌ２）となり、
　Ｌｕｍが、前記第１のサブピクセル、前記第２のサブピクセル、または前記第３のサブ
ピクセルの輝度値を表し、Ｌ１およびＬ２が、前記リアルピクセル構造内の前記対応する
色を有する前記２つのサブピクセルの輝度値を表すこと、又は、
　前記ピクセル構造内の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、または第３のサブピ
クセルが、前記リアルピクセル構造内の対応する色を有する２つのサブピクセルの輝度を
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引き受ける必要がある場合、前記リアルピクセル構造内の前記対応する色を有する前記２
つのサブピクセルの輝度の最大値または平均値が、表示のために選択されること、又は、
　前記ピクセル構造内の第１のサブピクセル、第２のサブピクセル、または第３のサブピ
クセルが、前記リアルピクセル構造内の対応する色を有する２つのサブピクセルの輝度を
引き受ける場合、前記対応関係が
　Ｌｕｍ＝Ｌ１＊ｘ＋Ｌ２＊ｙおよび
　ｘ＋ｙ＝１となり、Ｌｕｍが、前記第１のサブピクセル、前記第２のサブピクセル、ま
たは前記第３のサブピクセルの輝度値を表し、Ｌ１およびＬ２が、前記リアルピクセル構
造内の前記対応する色を有する前記２つのサブピクセルの輝度値を表すことを特徴とする
方法。
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提供了一种像素结构,OLED显示装置和驱动方法。 像素结构包括布置成
矩阵的多个像素单元30。 每个像素单元30包括沿着第一方向彼此相邻布
置的两个像素子单元31,32,并且包括具有不同颜色的三个子像素301、
303、305。 两个像素子单元31和32形成在第二方向上彼此相邻布置的
两个像素。 在第二方向上三个连续像素的两个不相邻像素中具有相同颜
色的两个子像素301、303、305的中心之间的距离Y 1为 在方向上相邻的
两个像素中具有相同颜色的两个子像素301、303、305的中心之间的距
离X 1的2倍或2N /(N + 1)倍。 N为1以上的整数。 该像素结构可以增加
显示设备的虚拟分辨率。
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